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「北欧諸国」 ( 本論文ではノルウェー、アイスランド、デンマーク、スウェーデンの 4
カ国を 「 北欧諸国 」 と 総称する ) には、「トロル」という名を持つ超自然的存在が登場す
る昔話、伝説などが多く残されているが、その詳細は起源や語源も含め、明らかにされて



















が高いと考えられるノルウェーとアイスランドの 2 カ国に研究対象地域を限定する。 
先行研究として、北欧神話の時代から民間説話に至るノルウェーのトロル像変遷の問題







本論文は 2 章構成であり、第 1 章は 4 節、第 2 章は 3 節からなる。 






準を設定する。また、それらの基準で選別した物語に現れるトロル像を、 ( a) 名称と外形、
(b) 出現の仕方、 (c) 住居、の 3 つの観点から分析を行う。さらに、これら 3 項目に加え、
トロル像をみるさいに重要となる、トロルの「性別 」、 「主人公との関係 ( 属性 ) 」、
「死に方・追い払われ方」にも注目し、分析・分類を行う。 
 以上の分析方法を用い、第 2 節「ノルウェー民間説話におけるトロル像の特性とその分



















ロル」という語の13の使用法を参照し、それに基づき、第 2 節、第 3 節でみたノルウェー、
アイスランド民間説話に登場するトロル像の展望を行う。 






















の第 1 節、第 2 節で行う分析を基に、ノルウェー、アイスランド民間説話におけるトロル
像に、両国の民衆が培うことになる各々の自然観がどのように作用し、変遷に関わってく
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序 論  
 













「北欧諸国3 」には、「トロル  (troll 4 ) 」という名を持つ超自然的存在が登場する昔
話、伝説などが多く残されているが、その詳細は起源や語源も含め、明らかにされていな
い5 。本来「トロル」という語は、北欧神話において、一般的に巨人族の名称の一つとし




からである。スティス・トンプソン Stith Thompson によれば、口承と書承はその機能すると
ころは相異なるが、筋立ての独創性、及び作者あるいは語り手であることの栄光を全く顧
みないという点において共通しており、双方が密接に関係している事実を了解しているな
らば、区別することは必要ないとしている( Cf. Stith Thompson, The Folktale [1946], University of 
California Press, 1977 (Reprinted), pp. 3-10) 。 
2
 「北欧文化圏」および「北欧諸国」の詳しい地域設定については、序論第 3 節を参照。 
3
 ここでは、ノルウェー、アイスランド、スウェーデン、デンマークの 4 か国を指す。
( 脚注 2 を参照 )  
4
 原語であ る古 ノ ル ド 語では  troll / trǫll だが 、 ノ ルウ ェー語 (bokmål) ・ 新 ノ ルウ ェー語
(nynorsk): troll 、 ラ ッ プ ラ ン ド 語 ： triölla 、 ア イ ス ラ ン ド 語 ： tröll 、 古ア イ ス ラ ン ド 語 ：
trøll 、 ス ウ ェーデン語 ： troll 、 古ス ウ ェーデン語 ： trull 、 デンマー ク語 ： trold 、 オー ク ニ
ー諸島 ： trow 、 シ ェ ト ラ ン ド 諸島 ： troll と それぞれ表記 されてい る ( Cf. Jan De Vries, 


























                                                                                                                                                                             
ス・ドイツ・北欧諸国の妖怪・精霊・魔神」、『四次元の幻境にキミを誘う  妖怪魔神精
霊の世界』、自由国民社、 1979年、176-177頁参照 ) 。 
6
 北欧神話において 、 巨人族は  「 ヨ ゥ ト ゥ ン  (jötunn) 」、 「 スル ス  (þurs) 」、 「 ト ロ
ル 」 な どの呼称を持ってい る 。 「 ヨ ゥ ト ゥ ン 」 の語源は 、 グ リ ムの古典的解釈に よれば 、
アン グ ロ サ ク ソ ン語の 「 eoton 」 あ る いは 「 eten 」 であ り 、 「 食べる 」 と い う 動詞を意味す
る古 ノ ル ド 語の 「 eta 」 に見る こ と がで き 、 「 大食漢 」 と い う 意であ る 。 ま た他方で 、
「 スルス 」 は 「 飢え乾いた 」 と 「 酩酊 し た 」 と い う 意であ る 。 さ ら に 、 こ の二者の根源的
意味を カニバ リ ズム と 指摘する研究者 も い る 。 し か し なが ら 、 ヤン ・ デ ・ フ リ ースは 、 彼
ら が持つ大食漢およびカニバ リ ズム的な特性は後付 された も のであ る と 反論し てい る 。 そ
れに加えて 、 デ ・ フ リ ースは 「 ヨ ゥ ト ゥ ン 」 は原存在者 と し ての巨人族であ り 、 「 スル
ス 」 と 「 ト ロル 」 は特別悪魔的存在 と し ての巨人族であ る と 三者を区別し てい る ( 尾崎和
彦 、 『 北欧神話・宇宙論の基礎構造―『巫女の予言』の秘文を解く 』、 明治大学人文科学
研究所叢書、白凰社、 1994年、512-513頁参照 ) 。 
7
 Virginie Amilien, Le Troll et autres créatures surnaturelles, Berg International Éditeurs, 1996, pp.18-19.  
8
 Cf. John Mckinnell, Meeting the other in Norse myth and legend, D. S. Brewer, Cambridge, 2005, p. 45 ( ジ
ョン・マッキネル、「原典資料」、伊藤盡訳  (山本充編、『ユリイカ』 10月号第39巻第12



















第 2 節 用語の定義と先行研究 
 




はじめに「民間説話 folktale12 」とは口承oral traditionで語り継がれてきた物語、つまり口
                                                        
9
 Cf. Amilien1996, p. 264.  
10
 序論第 3 節 1. を参照。 
11





 現代ノルウェー語 : folkeventyr ( しばしばeventyr)、現代アイスランド語 : þjóðsaga / ævintýr
に相当する。しかしながら、英語 folktaleあるいは fairy tale に相当する言葉は、ノルウェー
語、アイスランド語も含む他の言語 ( 例 : ドイツ語 Märchen 、フランス語 conte populaire 、
4 
 
承文芸 oral literature の 1 部門である13 。この語は、民間において長年にわたって口承、書
承で伝承されたあらゆる形式の散文体のことを指し、特に “ 話の伝承性 ” が重視される。














の総称17 として用いられる「神話 myth /mythology 18 」は、韻文 ( 詩 ) 形式と散文形式、ま
                                                                                                                                                                             
スウェーデン語 saga 、ロシア語 skazka など ) にも存在するが、全て漠然とした意味で使用
されており、状況に応じて示す意味が異なる (Cf. Thompson1946, pp.21-23) 。 
13
 他にも、例えば、民謡、ことわざ、なぞなぞも口承文芸に分類される部門である。  
14




いるものを指す ( 「昔話」、稲田浩二執筆、稲田 1972、917-918頁参照 ) 。 
15




台となり、物語の途中に虚構性をもつ “ 挿話 ( 小話 )”が見られる場合がある ( 例として、































られる、グリム兄弟－ヤーコプ・グリム Jacob Grimm (1785-1863)、ヴィルヘルム・グリム
Wilhelm Grimm (1786-1859) が挙げられる。 
グリム兄弟の間には、研究方向には相違がみられたが、彼らは共にゲルマン民族の原郷
                                                                                                                                                                             
立場をとるのかは直接論に関係しないため、両定義をまたぐ「天地の創造 、 生命や人類 、
民族の起源など を説明する話や 、 神々の活躍する話の総称 」 と し た ( 「 神話 」、 松前健執
筆 、稲田 1972、475-477頁参照 ) 。 
18





 サガの中には、歴史 History か作品 fiction かどうかについて議論されているものが存在
する (Cf. Ármann Jakobsson, ‘History of the trolls? Bárðar saga as an historical narrative’, Saga-book, 25/1, 




かで大きく取り上げていないが、ヤーコプは『ドイツ神話』 Deutsche Mythologie (1835










ば混同される 。」 25 この山室の説明は1979年のものであるが、1835年にヤーコプによって
された説明から大きく変化していない26 。 
またアウルマン・ヤーコブスソン Ármann Jakobsson が14世紀において人間とトロルとの
境界線は決して明確なものではなかったと論文 (1998) 27 の中で指摘している。また、他の
論文28 において、アウルマンはサガにおける “ トロル ” という語の使用法を分析し、分類




「ヴィルヘルム・グリムの北欧研究について 」、 『広島大学文学部紀要』第 45巻、 1986年、
351 頁参照 ) 。 
22  Jacob Grimm, Deutsche Mythologie [1835], Keip Verlag frankfurt / Main, 1985.  
23  Cf. Grimm1985, s. 302.  
24
 他方で、神話における図肖論、記号論を専門にしているドイツのマンフレッド・ルー
カー Manfred Lurker (1928-1990) の『神々と悪魔 ( 魔 ) の事典』 Lexikon der Götter und Dämonen 
(1984 年 ) によれば、 ( 古来北欧の “ 怪物 ”Unhold である ) トロルは、スカンディナビア
の民間信仰において、男あるいは女悪魔 Dämon で、また巨人化、小人化し得る、さらに彼
らの魔術的な力は夜にのみ発揮されるため、昼間を恐れている存在であるとしている (Cf. 
Manfred Lurker, Lexikon der Götter und Dämonen : Namen, Funktionen, Symbole / Attribute, Alfred Kröner 
Verlag, Stuttgart, 1984, S. 321) 。 
25  山室 1979年、163-212頁参照。 
26
 ヤーコプのこの記述を引用して、ハル大学 University of Hull のマーティン・アーノルド
Martin Arnold が  ‘Hvat er troll nema þat? : The Cultural History of the Troll’ という論文を出している
(Tom Shippey, The Shadow-Walkers: JACOB GRIMM’S MYTHOLOGY Of THE MONSTROUS, Arizona Board 
of Regents for Arizona State University and Brepols Publishers, n.v., Turnhout,Belgium, 2005 所収 ) 。 
27
 Ármann Jakobsson, ‘History of the trolls? Bárðar saga as an historical narrative’, Saga-book, 25/1, The 
Viking society for northern research, 1998, pp.53-71.  
28
 Ármann Jakobsson, ‘The Trollish Acts of Þorgrímr the Witch: The Meanings of Troll and Ergi in Medieval 






ート・ハルトマン Elisabeth Hartmann の『スカンディナヴィアの伝説と昔話におけるトロル
像』 Die Trollvorstellungen in den Sagen und Märchen der skandinavischen Völker (1936 年 ) 29 である。













この問題に初めて取り組んだのが、ヴィルジニー・アミリアン Virginie Amilien の『トロ





                                                        
29
 Elisabeth Hartmann, Die Trollvorstellungen in den Sagen und Märchen der skandinavischen Völker, Verlag 
W. Kohlhammer, Stuttgart & Berlin, 1936, (Tübinger germanistische Arbeiten 22).  
30
 ハルトマンは論文の中ではこの 2 国を東北欧、ノルウェーを西北欧と称し、東北欧の
トロル像 OstnordischeTrollvorstellung 、西北欧 ( ノルウェー ) のトロル像 Westnordische 
(norwegische) Trollvorstellungと区別して論じている。 
31
 Cf. Hartmann1936, S. 143-144.  
32

















                                                                                                                                                                             
欧の信仰を続けても構わないというものである。他方ノルウェーは、アイスランドのよう
にキリスト教への改宗の宣言は行われておらず、ノルウェーにおけるキリスト教への改宗
はもっぱら 890 年からの歴代ノルウェー国王の圧制によるものであり、 1000年ごろにはキ
リスト教が定着したと考えられている ( 谷口幸男、「北欧のキリスト教改宗について 」、
『大阪学院大学 国際学論集〈論説 〉』 第 9 巻第 2 号、 1998年、 52-61 頁参照 ) 。詳しく
は第 2 章第 1 節で論じる。 
34
 ア ミ リ ア ンの後 、 クヌート・アウクルストKnut Aukrustは  『トロル、教会と聖オーラ
ヴ』 «Troll, kirker og St. Olav» (1997 年 ) という論文において、トロル、教会とノルウェー民間







的意味について吟味している。また、 2004年には Camilla Asplund Ingemark がス ウ ェーデン系
フ ィ ン ラ ン ド におけ る ト ロル像について論じ てい る (Camilla Asplund Ingemark, The Genre of 
Trolls, Åbo Akademi University Press, Åbo, 2004) 。  
35
 アミリアンは、 AT 分類を使用し、資料体として取り上げるのは、「最も代表的な
魔法昔話」 les plus représentatif des contes merveilleux の中から選んだ約 500 話としており、魔法
昔話に限定している (Cf. Amilien1996, p. 15) 。 AT 分類とは、アンティ・アールネ Antti Aarne 
(1867-1925, Finland) とスティス・トンプソンStith Thompson (1885–1976, US)によって作成された、
各昔話をさまざまな話型 ( タイプ ) によって分類し、番号を定めていったものである。現






取り入れ拡大し、 1961年にさらに増補した。 2004年に改訂版が出版されている。 ( 詳しい
AT 分類の振り分けについては、補遺を参照 )  
36
















第 3 節 諸前提：研究対象とする地域・資料・時代 
   




スウェーデンの民間説話などにおいても確認できる ( 本論文では、この 4 カ国を「北欧諸
国」と総称する ) 。「北欧諸国」とは異なりカレワラの神々37 を信仰していたフィンラン









は、カレリア地方 ( ロシア領カレリア、通称東カレリア ) を中心に口承で歌われてきた叙
事詩を、 1835年に医師エリアス・ロンレートElias Lönnrotが採集、編集したものである。ロ














北欧のヴァイキング時代 （ 8 世紀末 -11 世紀末） にヴァイキングが入植地とするとと
もに、「トロル」 が伝えられた地域である。そしてヴァイキング時代後も、両諸島で独
自の形成過程を辿り、そして現在、「トロウ  (trow)」 としてなお伝承されている38 。こ
のように超自然的存在 “ トロル ” が伝えられている 3 つの主要地域を本論文では、「北欧
文化圏」と総称することにする。 





り神話とサガの起源に関係している。北欧神話の原典とされる『古エッダ』 Den Elder 






                                                                                                                                                                             
の地域も属しておらず、フィンランドと北欧文化圏の神話は系統を異にしている。 ( 小泉
保、『カレワラ神話と日本神話』、日本放送出版会、 1999年、 1-25 頁、石野裕子、「『レ
ワラ』に見るフィンランド性の形成」、『北欧世界のことばと文化』、岡澤憲芙編、成文
堂、 2007年、121-142頁、アーサー・コッテル、『世界神話事典』 [1976 / 1986]、左近司祥子
他訳、柏書房、 1993年、191-192頁参照 )  
38
 オークニー諸島とシェトランド諸島で伝承されているトロウTrowは、海あるいは丘に
住んでいると考えられており、狩人や漁師の恐れの対象となっている。 ( Cf. Gertrude Jobes, 
Dictionary of Mythology Folklore and Symbols, Part 2, The Scarecrow Press, New Mythology Folklore and 
Symbols, Part 2, The Scarecrow Press, New York, 1962, p. 1600.)  
39
 Cf. Folke Ström, Nordisk hedendom. Tro och sed i förkristen tid, Akademiförlaget, Göteborg, 1967 ( フォ




















ウェー人が本格的に植民を開始したのは870 (ないし 874 年44 ) から 930 年にかけての60年
                                                        
40










ールソン、『アイスランド小史』 [2000] 、岡沢憲芙監訳、早稲田大学出版部、 2002年、
1-4 頁、Haakon Shetelig, Det Norske Folks Liv og Historie -Gjennem Tidene, Bind I, H. Aschehoug & Co. 
Oslo, 1930, s.205-218、清水誠、『北欧アイスランド文学の歩み－白夜と氷河の国の六世紀
－』、現代図書、 2009年、 1-10 頁参照。 
43  研究者の間では、広大な土地をもつアイスランドが無人の地であったかどうかが議論
の的とされ、ノルウェー人が入植するよりはるか以前にアイスランドには定住民がいたと
いう仮説も出されていた。しかし、後の考古学的調査 ( 地層調査 ) により、定住民がいた
という仮説は一蹴され、植民以前は ( やや先んじて住みついていたごく少数のアイルラン
ド人修道士を別とすれば ) 無人の地であったことが証明された。 ( 引用元は脚注 42を参
照 )  
44













                                                                                                                                                                             
ら 200 年の1122-32年の間に『アイスランド人の書』 Íslendingabók ( アイスランドの 870-1120
年における略史 ) を著した。そのなかで、アリは「アイスランドの移住は、およそ 870 年
から 930 年にかけての 60年間に行われた」としており、特定の年を記していない。他方で、
後代の歴史家たちによって書かれた『植民の書』 Landnámabók 全 5 部にはアイスランドの
移住開始の年を 874 年と記している。後の考古学調査によって、アイスランド最古の遺跡
の多くが発見された地層の年代が、 871 年前後の可能性が高いという結果が出されている。  
45  他方で、『植民の書』によれば、移住者の多くはノルウェー王の圧制を逃れてきたノ
ルウェーの大豪族たちであると記されているが、ノルウェーの豪族は、熊野聰によれば、
“ 豪族的農民 ” であり、大農的農場世帯と豪族的従士団扶養を結合しており、多くの農民
を伴っていたことから、植民者の多くは農民であると判断される。 
46  熊野聰は著作の中で、ノルウェー人の移植開始を 974 年から60年間としているが、ア
イスランド人が新たな土地を求めてグリーンランドへ移住を開始したのが 985 年ごろであ
ることと他の資料の多くが 870 年ごろを入植開始時期とみていることを考慮し、誤植であ
ると判断した。 ( 熊野聰、『北欧初期社会の研究』、未來社、 1986年、96頁参照 ) また、
この60年間は「植民の時代」 Iandnámsöld と呼ばれている ( 清水 2009、 1 頁参照 ) 。 







( 熊野 1986、104-107頁参照 ) 。 
49
  9 世紀末に統一を果たしたハーラル美髪王の支配領域は、東部山間部ではなく、サー
ミ人が住む北地域を除く、沿岸部に対するものであり、主として南西部地方に限定されて







が、ノルウェーからの植民者によってアイスランドで再現される ( 熊野 1986、 7-13 頁参






















語 ” および “ 「トロル」という語が出てくる物語 ” という観点から選別し、研究対象とす
る。 
 本論文では、ノルウェーの民間説話93話とアイスランドの民間説話51話を資料体に用い、
その物語にみられる “ トロル ” 像の分析を行う。出典は主に19世紀に入ってから収集が行
われた版を使用している。その際に、編集者による物語の内容変更 ( 改変的編集 ) が行わ
れていないことに注意した52 。以下に本論文で使用したノルウェーとアイスランドの民間
                                                        
51
 また、アミリアンは、ノルウェーとアイスランドでは昔話の形態と敵対者の役割が異








ノルウェーの民間説話では、ペーター C. アスビョルンセン Peter Christen Asbjørnsen 
(1812-85)とヨルゲン・モー Jørgen Moe (1813-82) が編み、 1841-44 年に刊行されたノルウェ
ーの代表的かつ最初の民間説話集『ノルウェーの民間説話』 Norske Folkeeventyr 54 を主に使














                                                        
53
 民間説話の資料については、ノルウェーは、 Harald Beyer, Norsk Litteratur Historie, H. 
Aschehoug & CO., Oslo, 1939, s. 115-119、森信嘉、「ノルウェー語の書き言葉の確立へ  
1830-1900 」、 『北欧世界のことばと文化 』、 岡澤憲芙編、成文堂、 2007年、 73-76 頁、ア
イヴィン・フィエル・ハルヴォシェン、森信嘉訳、「ノルウェー語 」、 『北欧のことば 』、
アラン・カーカー編、東海大学出版、 2001年、 60-62 頁、 Kvideland, Reimund and Sehmsdorf, 
Henning K.(eds.), All the World’s Reward: Folktales Told by Five Scandinavian Storytellers, University of 
Washington Press, 1999, p. 13 、 Elias Bredsdorff (edd.), An Introduction to Scandinavian Literature from the 
earliest time to our day, Ejnar Munksgaard, Copenhagen, 1951, pp.135-136、 Anne Lene Berge, Impuls 2, 




 Asbjørnsen, Peter Christen og Moe, Jørgen (saml.), Norske Folkeeventyr, Bind I-II., Johan Dahls 
Forlagsboghandel,Christiania, 1841 bis 1844.  
55
 その結果、ノルウェーにおいてはデンマーク語の書き言葉に近いブークモール bokmål















Mathisan Thiele (1795-1874) の『デンマークの民間伝説』 Danske Folkesagn, I-IV (1818-23) に
刺激を受けた、ヨウーン・アウトナソン Jón Árnason (1819-88)とマグヌス・グリムソン
Magnús Grímsson (1825-60) による1852年刊行の『アイスランドの民間説話』 Íslenzk ævintýriで
ある。収録資料提供者の多くは農業主、沿岸業者の漁師であったが、牧師などの知識階級
が語り部となったものも含まれている。これが反響を呼び、ドイツのライプツィヒで拡大
され『アイスランドの伝説と昔話』 Íslenzkar þjóðsögur og æfintýri, I- II 59 (1862-64)として出版
された。この1852年の拡大版とヨウーンが出版後に収集した資料を収録したものが、
1954-61 年に全 6 巻組で『アイスランドの伝説と昔話』Ísleszkar þjóðsögur og ævintýri 60 が出
版され、世界最大最良のコレクションと称されている。多くの物語の、語り手と収集地域、
収集年代を詳細に記録し、語り手の言葉を忠実に再現しており61 、編集者による変更もな










 アウルトニ・マグヌソン Árni Magnússon (1663-1730) は古語の文献学的研究、古写本の収
集を行い、古語研究の礎を築いた ( 清水 2009、 18-19 頁参照 ) 。 
59
 Jón Árnason, Íslenzkar þjóðsögur og æfintýri, Leipzig, 1862-64.  
60
 Jón Árnason (safnað hefur), Árni Böðvarsson og Bjarni Vilhjálmsson (önnuðust útgáfuna), Ísleszkar 





が変更を入れずに再現することができる ( 熊野 1986、41頁参照 ) 。 
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使用法を参照しながら、両国の民間説話に登場するトロル像の展望を第 1 章の最後に行う。 
 第 1 章で行うトロル像の記述的分析に基づき、第 2 章ではノルウェー、アイスランド民
間説話におけるトロル像の変遷を検討していく。ノルウェー魔法昔話のトロル像の分析を
行ったアミリアンは、トロル像の変遷を他の超自然的存在 ( オーグル、ドラゴン ) との比
較だけではなく、キリスト教の聖書やギリシアおよびローマ神話の影響を検討することで
論じている。また他方で、アミリアンや他多くの研究者はノルウェー、アイスランド双方





大塚勇三訳、福音館書店、 2003年、 397 頁、アウトナソン 1979、402-403頁参照 .)  
65
 Cf. Amilien1996, pp. 252-256.  
66















                                                        
67
 Cf. Amilien1996, p. 18. 
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第 1 章 民間説話にあらわれるトロル像 
  
 本章では、ノルウェー、アイスランド民間説話におけるトロル像の記述的分析を行い、
その抽出した分析結果をトロルの特性別に分類を行う [ 第 2 節、第 3 節 ] 。その分類した
結果をもとに、ノルウェー、アイスランド民間説話におけるトロル像の進展をみる。その
際に、アウルマン・ヤーコブスソン Ármann Jakobsson が分類を行った、サガにおける “ ト
ロル ” という語の使用法1 を参照しながら、民間説話でのトロル像を展望する [ 第 4 節 ] 。
まず、トロル像の同定とその分析方法について述べる [ 第 1 節 ] 。 
 














                                                        
1
 序論第 2 節2. 先行研究を参照。 
2
 例えば、 “ 日光によって石化し死に至る ” という特徴は、トロルが持つ特徴的な性質
として挙げられる ( Cf. Amilien1996, pp. 254-255. )が 、 北欧神話に登場する小人 Dvergr をは じ め 、




していたわけではない (Cf. Thompson1946, p. 42) 。 ま たア ミ リ ア ンに よれば 、 現在の ト ロルの
イ メ ージは 、 語 り 手それぞれが持っていた ト ロルの イ メ ージ を凝縮し た昔話集 ・ 伝説集に








にわけられる。一つは、単独で「トロル」と表記される場合 ( 例 : troll, tröll ) 、他方は、複
合語で表記される場合 ( 例 : trollkjerringa, bergtroll, tröllkarl ) である。それに加えて、「トロ
ル」という語の綴り字は、アイスランド民間説話においては特に問題にならないが、それ
に反して、ノルウェー民間説話では、ノルウェー語による綴り字 (troll) の他に、デンマー





次に、それらの基準で選別した物語に現れるトロル像を、 (a) 名称と外形、 (b) 出現の
仕方、 (c) 住居、の 3 つの観点から分析を行う6 。 (a) 名称と外形では、物語に登場する
この超自然的存在が、「トロル」という固有名詞以外にいかなる呼称をもっているか否か、
および物語内で描写されるトロルの外形がいかなるものなのかを引きだす。トロルが他の








 さらに、以上の 3 項目に加え、トロル像をみるさいに重要となる、トロルの「性別 」、
「主人公との関係 ( 属性 ) 」、 「死に方・追い払われ方」にも注目し、観察を行う。トロ
ルの「性別」は次のように判断する。性別の記載がない場合、あるいは妻がいる場合は
「トロル ( 男 ) 」、 女性と判断できる語句 ( 例 : -kjerring, -kona )や描写がある場合、夫がい
                                                        
5
 綴り字の揺らぎの原因について、詳しくは序論第 3 節 2. を参照。 
6  この 3 項目を用い分析を行った結果をまととめた一覧表は、資料1 (ノルウェー ) およ
び資料2 (アイスランド ) 参照。 
21 
 
る場合は「女トロル」にそれぞれ分類する。「妃」や「継母 」、 ｢ 美しい女性 ｣ などの描
写があり、物語中で “ 実はトロルだった ” という種明かしがある場合は、「人間の姿をし




 以上の分析方法を用い、第 2 節、第 3 節にてノルウェー、アイスランド民間説話に登場
するトロル像の特性とその分類を行う。 
 



















                                                        
7  山室静編、『北欧の昔話 』、 岩崎美術社、 1970年、304-307頁参照。 
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[ 老人が男の子に自らの祖母が語っていた「粉ひき器」の話を語りだす ] 誰も近づく





す」 « Å, je heter Sjøl je, » と答える。 ( 中略 ) 自分自身はその女を焼こうとするが、女
は走って逃げる。 ( 中略 )  [ 老人が男の子に「粉ひき器」の物語を語り終わった後
に ] 「粉ひき器の女は女トロル trollkjerringa だったのか ? 」と男の子が老人に尋ねる
と、老人は「そうだろうね」と答える。10 
 
 この物語 Kvernsagn において、女トロルの外形、および住居についての描写はみられな
                                                        
8
   Cf. Владимир Яковлевич Пропп, Фольклор и действительность, Hayka, о ква , 1976 (ウラジミー
ル・プロップ、『魔法昔話の研究  口承文芸学とは何か』、齋藤君子訳、講談社学術文庫、
2009年、 298 頁 ).  
9  登場人物の一人が語る物語 ( 挿話 ) の一つにトロルが登場する。 





称はこの物語 ( 挿話 ) が属する AT 番号を参照することで解明できるであろう。この物語
はAT1137「鬼の眼つぶし ( ポリュペーモス ) 」 “The ogre blinded (Polyphemus)” 13 に分類され
ており、このAT1137では『オデュッセイア』の中の巨人ポリュペーモスに関する話から派
生した文学起源のモティーフ (K602)が使われている14 。そのモティーフとは、オデュッセ
ウスが巨人に捕われたときに自分の名は「誰でもない」 “ Noman, ” と答え、またポリュペ
ーモスがオデュッセウスに傷つけられて仲間に助けを求め、犯人の名をきかれると「誰で
もない」と答えるというものである。ノルウェーのこの物語では、女トロルが名を尋ねら
れる立場に立っているが、クラーラ・ストロェーベ Klara Stroebe も指摘しているように、
明らかにトロルの「自分自身」 “Sjøl” という名は、この『オデュッセイア』のモティーフ









まれているのと同様に、「トロンハイム大聖堂の建築者、オーラヴ王」King Olav, Master 









れていた。 (Cf. Reimund Kvidland and Henning K. Sehmsdorf (eds.), Scandinavian Folk Belief and Legend, 
Norwegian University Press, Oslo, 1991, pp. 248-249.)  
13
 オェルヌルフ・ホーデネØrnulf Hodneの『ノルウェーの民話タイプ』 The type of the 
Norwegian folktale ( 以下、 Hodne) においては、AT1137: Troll blindes. (Ørnulf Hodne, The type of the 
Norwegian folktale, Instituttet for sammenlignende kulturforskning, Oslo, 1984)  
14
 Cf. Thompson1946, pp. 200-201.  
15
 Cf. Klara Stroebe und Reidar Th. Christiansen (edd.), Nordischen Volksmärchen, Eugen Diederichs Verlag, 
Köln, 1967, S. 321. 
24 
 
Builder of Trondheim Cathedral ( 資料 1: Folktales of Norway 2b番、以下 FN 、 AT500 16 ) と「聖
オーラヴと建築家」 Saint Olav and the Master Builder ( 資料 1: Scandinavian Folk Belief and 
Legend59.5 番、以下 SL 、 AT500) において登場するトロルがもつ名前も話型に組み込ま
れているものだと言えるだろう。この 2 つは、トロルがオーラヴ王 ( 聖オーラヴ ) 17 に彼
が行き詰っている教会建築に手を貸すと持ちかけ、教会が建築し終わるまでに自分の名前







                                                        
16
 Hodne, AT500:「ルンペルシュティルツヒェン」 Rumleskaft ( 「援助者の名前」The name of 
the helper ).  
17
 聖オーラヴ、オーラヴ・ハラルソン (995-1030)は、 1015年から 1028年にノルウェー王の
座についていた。オーラヴ王は当時ノルウェーにとって新しい宗教であるキリスト教を民
衆に浸透させるために、宗教的権威を教会へと移行させる特別教会法を民会で採択させた。






ーネシェン、 I. リーベグ、『ノルウェーの歴史』 [2003] 、岡沢憲芙監訳、早稲田大学出版
部、 2005年、 24-28 頁参照 )  
18
 第 42節では、一人の鍛冶屋 ( 実は山の巨人 ) が、神々に ( 人間が住む国 ) ミズガルズ
に山の巨人や霜の巨人が攻め入っても、彼らに対して安全で信頼できる立派な砦を一年半











名前を当てるという、 AT500 に分類されている (Cf. Thompson1946, pp.47-49, Johannes Bolte und 
Georg Polívka, Anmerkungen zu den Kinder- und Hausmärchen der Brüder Grimm, I, Georg Olms, Hildesheim, 








「トロン」 Trond (資料 1: Sogur frå Sætesdal 27 番、以下 SS 、AT116125 ) と「ロンダーネで
のトナカイ狩り」 Rensdyrjakt ved Rondane (AM64 、 AT 番号該当なし ) に登場するトロルで
ある。どちらの物語にも「トロン」 Trond という名を持つトロルが登場する。先に採集さ
れた物語は「ロンダーネでのトナカイ狩り」26 である。この物語にはいくつかの挿話が入
れられており、その中の一つの挿話「ペール・ギュント」 Per Gynt に呼称をもつトロルが
登場する。 
 
( チーズ作りをするための ) 小屋には四人の男がいてチーズ作りの女たちを狙ってい
た。彼らは丘のトロル ( haugtrøll ) で、それぞれ、「グスト・イ・ヴェーレ」 “Gust i 
Væré” 、「トロン・ヴァルフィヤーレ」 “ Trond Valfjellé” 、「シェストル・オゥバッ
カ」 “Tjøstol Åbakka” 、「ロルヴ・エルドフェルプンゲン」“ Rolv Eldførpungjé”といった。
( その後、トロン・ヴァルフィヤーレは主人公ペール・ギュントに撃ち殺される。 )  
 
トロルたちのそれぞれの名前はヴァルセーテル Valseter ( セーテル seterとは夏場の放牧地、
主として山・丘 ) の地名に由来している。つまり、先に挙げたトロルの呼称が話型および
モティーフに由来するのに対し、この物語に登場するトロルの名前はノルウェーのセーテ




ものだと伝えられている (Cf. Kvidland1991, p. 343) 。 
22
 King Olav, Master Builder of Trondheim Cathedral に登場するトロルの名前は Tvester 、 Saint 
Olav and the Master Builder のトロルの名前は Sigg である。 
23
 資料 1: FN 2a 、34番は、話型は異なるが、両者ともセールヨー Seljord 教会の建築を手
伝ったトロル Skaane 「スコーネ」が登場する。しかし、両物語が同じ語り手によるものの
ため、判断がし難い。 
24  他方で、トロルの妻子の名前、また詳細について描写されていない。  
25
 Hodne, AT1161: 「ドヴレの猫」 Kjetta på Dovre ( 「熊使いとその熊」 The bear trainer and his 
bear).  
26
 1845 年収集。また、この物語の題材となっているロンダーネ Rondane はヘードマルク
Hedmark 県、オップラン Oppland 県に跨る10の峠を含む地域一帯を指し、この地域にまつ
わる、いくつかの小話 ( 挿話 ) を語り手が物語内で話している。 
26 
 
ルの丘に由来していることがわかる。他方、後に採集された Trond 「トロン」 (1913 年採
集、1927年出版 ) に登場するトロルの呼称の由来はどうだろうか。「ロンダーネでのトナ







ル ) たちは親分のもとへ行き、「さあビールをどうぞ、トロン Trond !」と言う。少年
は鉄砲を構え、トロンの長い鼻を打ち抜く。 ( 中略 ) 近くの山から、「何を騒いでい









                                                        
27
 フィヤル fjell とは、でこぼこで、たいていは木の生えていない高地湿原を指す ( 小沢
俊夫編、『世界の民話 3  北欧』 [1967] 、櫛田照夫 ( 抄 ) 訳、ぎょうせい、 1999年、 248
頁参照 ) 。 
28  「ロンダーネでのトナカイ狩り」の挿話の一つである「ペール ･ ギュント」は口承だ
けではなく、書承でも 16世紀から伝えられてきた物語で、ノルウェーに広く知られている。
また、「トロン」という物語は、「ペール ･ ギュント」の物語の後半部に類似しているた
め、「ペール ･ ギュント」からの派生話である可能性がある。あるいは、 1867年に公演さ
れた、ヘンリック・イプセン Henrik Ibsen による戯曲『ペール ･ ギュント』 Peer Gynt はアス
ビョルンセンとモーが編集した「ロンダーネでのトナカイ狩り」からの借用を行っており、
Trond i Valfjellet という名のトロルが登場する (Cf. Henrik Ibsen, Peer Gynt [1867], Gyldendal Norsk 




ていたと推測できる。 ( 「トロンの伝説群」については、 Cf. Brynjulf Alver, Jomfru Marias 









 2.  トロルと主人公との関係 ( 属性 )  
 
 ノルウェー民間説話のみに限らず、民間説話に登場する超自然的存在は、確かに、必ず














も、トロルが人間を攫う理由は、 1 ) 自らのまたは親族の結婚相手にするか、自分の住処
に連れ帰り一緒に暮らす場合、あるいは、 2 ) 人間を食材として扱っている場合の 2 通り
である。そのため、男トロルは女の人間を、女トロルは男の人間を攫うという法則性が見
られる。そしてそういったトロルは、人間を攫うために自ら人間社会に足を踏み入れるこ
                                                        
29
 今回研究対象とした資料では、圧倒的に男トロルによるものが多かった。  





















ばならない 」。   











                                                        
31
  Cf. Amilien1996, pp. 252-256.  
32  資料1: AM 2、 6 、 8 、11、13、20、26、32、39番参照。 












ノルウェー民間説話には祝祭日、主にクリスマス ( イヴ ) に人間社会にやってくるトロ









超自然的存在の力が最も強まるとされていたクリスマスイヴ ( 冬至祭前日 ) の夕方と夜に
姿を現す様子がうかがえる36 。現在のクリスマス (jul) は、キリスト教の「現地化」37 の際
に、古来北欧で行われてきた冬至祭 (jul) に取って替えられたものである。古来の冬至は、
                                                        




 Cf. Hodne1984, pp.219-222.  
36
 Kirsten Hastrup, Den nordiske verden, I-II, Nordisk Forlag A.S., Copenhagen, 1992 ( ハストロプ , キア
ステン編、『北欧社会の基層と構造１－北欧の世界観 』、 菅原邦城・新谷俊裕訳、東海大





国  ) が、その必要に合わせてキリスト教を適応させ変化させるという「現地化」が行われ
た。 ( 阪西紀子、「異教からキリスト教へ：北欧人の改宗を考える」、『一橋論叢』  第
















2-1-1.  「敵対者」としてのトロルの外形の特徴 
 
 ノルウェー民間説話に登場するトロルの外形の特徴として、これはアミリアンも指摘し





gamletrollkerrunga という複合語名称で描写されたり (AM6) 、あるいは「老婆」gammel 
kerringといった後に、「トロル」 troll と言い直す語りがみられる (AM19) 。このような身
体の様相と「トロル」という固有名詞が結びついた複合語が、いくつかの物語において確
認できる。図体の大きさを表現している、「大きなトロル」 stortroll ( AM60, 64 ) 、「小さ




                                                        
38  資料 1: AM 20 、53、65番、 FN 33 、 1) 番参照。 
39
 Hodne, AT711:「もじゃもじゃ頭」 Lurvehette ( 「美女と醜女の双子」The beautiful and the 
ugly twins).  
40






















 2-1-2.  「敵対者」としてのトロルの出現の仕方の特徴 
 








                                                        
41
 Cf. Amilien1996, p. 262.  
32 
 
 そのトロルの出現の仕方とは、「キリスト教徒 ( の血 ) の臭いがする」というセリフを
伴いながらの登場である42 。このセリフは、多少の言葉の違いはみられるが、決まり文句
として定型化されている。カミラ・インゲマルク Camilla Ingemarkによれば、トロルはキリ






た灰つつき」 Askeladden som kappåt med trollet ( AM27 、 AT1088 44 ) 、「山の草地 ( セーテ
ル ) へ行って太ろうとしている三匹の雄山羊」 De tre bukkene Bruse som skulle gå til seters og 
gjøre seg fete ( AM3 、 AT122E 45  )に登場するトロルの出現の仕方を見てみよう。 
 
[ 主人公が森に入り木を切ろうとすると、 ] トロルが主人公のもとへやって来て、
「オレの森で木を切るやつは、殺すぞ ! 」と言う。             
(AM27)  
 
[ 主人公の山羊が橋を渡ろうとすると、 ] 橋の下から、「誰だ ! オレの橋を渡ってい
るやつは ! 」と怒鳴りつけてくる。                       
(AM3)  
 
また、「黄金の鳥」 Gullfuglen ( AM26 、 AT550 46 ) でも、主人公が森に入り、ほんのわず
かな木の枝に触った瞬間に、憤慨したトロルが叫びながらやってくるという描写が見られ
る。いずれも、主人公がトロルの縄張りを侵害した際に、トロルの出現が見出される。つ
                                                        
42  資料1: AM 1、 7 、24、31、33、35番参照。 
43
 Cf. Ingemark2004, pp. 118-120. 他方で、アミリアンは、トロルの人間の血の臭いに対する
極端な敏感さは、カニバリズムの古い形態の名残であると指摘している (Cf. Amilien1996, p. 
54) 。  
44
 Hodne, AT1088 (AT1060+1049+1088): 「大食い大会」Kappspising (「食べくらべ」 Eating 
contest).  
45
 Hodne, AT122E: 「三匹の雄山羊」 De tre bukkene Bruse ( 「三匹の雄羊」 Wait for the fat goat).  
46






ト教徒 ( の血 ) の臭いがする」というセリフが伴われると考えられる。 
 





った複合語が多くみられた。その多くは、山のトロル( bergtroll 47 , hifjell troll 48 ) 、森のト
ロル ( skogtroll 49 ) 、丘のトロル ( hangatroll 50  )、海 / 水のトロル (sjøtroll 51 / vasstroll 
52




ている55 。また、尾崎は巨人を “ 冥界 ” の典型的な代表者であると捉えている。他方で、
イギリスの神話学者ブライアン・ブランストン Brian Branston は、北欧神話における「巨
人」は、「山の巨人」「霧の巨人」「火の巨人」の大きく三種類に分類している56 。ブラ
ンストンも尾崎と同様に、巨人を冥界の代表者であると指摘し、特に「山の巨人」は冥界
                                                        
47
 資料1: AM 7、 8 、17、16、35、39、63番参照。 
48  資料 1: FN 52c 番参照。 
49  資料1: AM 1番参照。 
50  資料 1: AM 48 、64番参照。 
51  資料 1: AM 60 番参照。 
52  資料 1: AM 44 番参照。 
53
 「山のトロル」 bergtroll は複数の頭を持つ、巨大な図体、醜い容姿という特徴をもち、
いずれも男トロルであり、女トロルが bergtroll という名称をもつことはなかった。さらに、
複数の頭を持つ bergtroll は全て敵対者として登場し、斬首によって殺されるという結末を




 ここで尾崎は、ヨウトゥン、スルス、トロルを「巨人」と総称している。  
55
 尾崎和彦、『北欧神話・宇宙論の基礎構造―『巫女の予言』の秘文を解く』、明治大
学人文科学研究所叢書、白鳳社、 1994年、 511 頁参照。 

























らの計画を達成させるために主人公に助力する61 。他方、他 3 話は、自分の子どもを主人
公に助けてもらったお礼に助言を与えるなど、「小人」の役割と類似している62 。助力者
としてトロルが登場している物語が 4 話と少ないため、判断し難いが、小人もトロルと同
                                                        
57
 Cf. Amilien1996, pp. 108-117.  
58
 Cf. Amilien1996, pp. 252-256.  
59
 資料 1: AM 14 、35、49番、 FN 33 番参照。 
60
 Hodne, AT301:「三人の盗まれた王女」 De tre røvede prinsesser ( 「盗まれた三人の王女」
The three stolen princesses).  
61





は、 AM 49 番 (Tre sitroner 「 3 つのレモン」 ) に登場する助力者トロル ( 小さなトロル
småtroll) を「小人」 ( Zwergen ) と訳している。 
35 
 
様に敵対者・助力者の二重の性格をもっているため、小人とトロル ( 特に小さいトロル )
が混同している可能性は否めないだろう63 。 
  
3.  比喩としての「トロル」という語の使用について 
 
 本章第 1 節で述べたように、実際には超自然的存在トロルではない登場人物に、「トロ
ル」というあだ名が付けられている場合がある64 。その使用方法には 3 つのタイプがあり、
比喩としての「トロル」という語の使用法を参照すると、トロルのいくつかの側面を観察
することができる。一つ目は、内面的性格に対する使用である。例えば、「愚かな夫たち
とトロルの妻たち」 Dumme men og troll til kjerringer ( AM4 、 AT1460 65 ) では、主人公の夫
の「愚かで騙されやすい性格」の喩として「トロル」という語が使用されている。他にも、
主人公の妻の頑固で強情な性格を例える際や ( AM47 ) 、せっかちな気質を揶揄する際に使
用されている ( SL47.4 )。二つ目は、外形的特徴に対する使用が挙げられる。登場人物が、
例えば、くる病などの身体的に奇形である場合に用いられる。三つ目は、登場人物の行為
に対する使用である。例えば、美しい主人公 ( 男 ) が一言も話さないでいるとトロルだと
疑われるという描写や ( AM29 ) 、女王が継娘に対して酷いいじめをしたことに対する描写
に使用されている ( AM50 ) 。 
 他方で、「トロル」という語は、人間以外に対するあだ名としても用いられる66 。人間
の愚かな性格を「トロル」という語を使用し、表現していたのと同様に、熊も愚かな性格
を持つ動物であるとして「トロル」と呼ばれている場面がある ( AM38 ) 。また、狩人たち
がなかなか仕留めることのできない動物 ( 雷鳥・兎 ) に対して、「トロル」という語を使





                                                        
63
 Cf. Thompson1946, pp. 248-250.  
64  資料1: AM 4、29、43、47、50、55番、 SL 47.4番参照。 
65
 Hodne, AT1406: 「愚かな夫たちとトロルの妻たち」 Dumme men og troll til kjerringer ( 「陽気
な女房たちの賭け」 The merry wives wager.).  

























の種の呼称をもつトロルが登場している68 。この数字は、ノルウェーの93話中 4 話という
数と比較すると、割合からみて圧倒的に多い。ノルウェー民間説話において言及されるト
ロルの呼称は、前節で検討した結果、物語が属する話型、あるいは地名に由来することが
                                                        
67
 アウトナソン 1979、349-351頁参照。 
68
 資料 2: Íslenzkar þjóðsögur og æfintýri ( 以下、編集者 Jón の頭文字をとり J と略す) 2、 6 、
8 、14、16、24、25、28番、Flateyjarbók (以下、 F) 1 、 2 、 3 、 4 、 5 番、 Tales from 
Húsafell ( 以下、 TH) 88 番参照。また、物語の発端部では人間として登場し、後にトロルと
化す人物にも呼称がついている ( J 7 、 9) 。他方で、トロルに魔法をかけられ、トロルの姿






まず、「ギーリトルット」 Gilitrutt ( J6 、 AT500 ) に登場するトロルの呼称を見てみよう。
この物語は、第 2 節 2.で取りあげたノルウェー民間説話「トロンハイム大聖堂の建築者、
オーラヴ王」と「聖オーラヴと建築家」の 2 話と同じ AT 番号に属している。ノルウェー
のこの 2 話とは異なり、「ギーリトルット」に登場する女トロルは、教会建設ではなく、
百姓の妻の仕事を代行している。他方で、女トロルは、自分の名前 ( 呼称 ) を約束の期限
までに見抜いて当てることができなければ、報酬をもらうという申し出をしており、また





Kráka tröllskessa ( J 8 、 AT 番号該当なし ) で、検討してみよう。 
 











め、他の類話との比較は叶わない。 Kráka とは、古アイスランド語で「カラス」 crow ( 女
                                                        
69
 ここでいう一般的な物語とは、日本の民間説話においても多く見られるが、「昔々、
あるところに ( 名前 ) という者がいました」という発句をもつ物語を指す。  
38 
 





ここで取りあげる物語は、 AT327 71 に分類されている、「シグルズル、インギビョルグ、
クロウクネヴィヤ」 Sigurður, Ingibörg, and Króknefja ( TH88 ) 、「ブラウランド島のスルト
ラ」 Sagan af Surtlu í Blálandseyjum ( J25 ) の 2 話である。両話において、語り手はそれぞれ次
のような場面で、トロルの呼称に言及している。 
 
 [ 人間の姿に変身をした女トロル troll woman が妃の座につき、継子たちを自分の妹の
もとへ食料として送る。その妹が、子どもたちが自分のもとへ届くのを待っている際
に、 ] 「姉のブルーノーズBlue Noseのところにいる王様の子どもたちはいつ来るのだ
ろうか ? 姉のブルーノーズBlue Noseのところにいる王様の子どもたちは来そうにない
なぁ」とつぶやいていました。72 





トロル ) 。 
( J25 )  
 
両話に登場するトロル ( たち ) は、物語の発端部では人間の姿に変身をして、人間の姿
で登場する。そのため、確かに、人間として登場しているために呼称をもっているのでは
                                                        
70
 注釈の意図は不透明であるが、物語中にクラウーカの  (Mývatn から Siglunes までの ) 
移動距離は “ カラス ” が飛ぶ距離の70マイルを超えていると述べている ( Cf. Jacqueline 
Simpson, Icelandic folktales and Legends, Tempus, UK, 2004, p. 91 ) 。 
71  AT 327: 「子供たちとオーグル」 The children and the ogre ( TH88 ) / AT327A: 「ヘンゼルと
グレーテル」 Hansel and Gretel [Brother and sister triumph over witch (ogress)].  
72
 Tales from Húsafell に収録されている物語は、すべて保存されていたテープを文字 ( 英





gygra や魔女に呼称はつけられていなかった73 。さらに、 AT870 74 に分類されている、
「リーネイクとレウーヴェイの物語」 Sagan af Líneik og Laufey ( J24 ) とノルウェー民間説話





















                                                        
73
 ノルウェー : 「二人の子どもと巨人」 Dei to borna og gygra ( 採集地 Hordaland 県 Kvam ) 、
ドイツ : 「ヘンゼルとグレーテル」を参照した  ( 稲田 2004、122-124頁参照 ) 。  
74




ンの民話』 [1993] 、米原まり子訳、青土社、 1996年、212-221頁参照 .)  
76
 アウトナソン 1979、360-361頁参照。 
40 
 
2.  主人公としてのトロル 
 





















                                                        
77
 資料2: J 2、 9 、15、16、17、18番参照。また、 J 7 番は最終的にトロルと化す人間が
主人公として登場する。 
78




してエイリークがやって来てからは、食料を確保できなくなる。 ( 「ソーリル」 Þórirとい
う呼称をもつ  ) 夫のトロル tröllkarlは食べ物が無くなったため、魚を釣りに行くが、そのま
ま死んでしまう。その後、妻のトロル tröllkerlingも日光と教会の鐘の音によって岩と化して

























ド民間説話に敵対者として登場するトロルが人間を攫う理由は、 1 ) 自らのまたは親族の
結婚相手にするか、自分の住処に連れ帰り一緒に暮らすため、 2 ) 人間を食材にするため、
3) 人間をトロルに変化させるため、 4) 攫った人間を自分の利益のために利用するため、




                                                        
80
 第 1 章第 2 節 2-1. 参照。 
81



















jötunn / risa の姿にさせられる。主人公によって魔法が解かれ、元の姿に戻る。魔法を
かけられた理由を語り手は次のように説明する。 ] 女トロルが王子を自分のものにし
ようとしたのだが、王子が抵抗したため、醜い、恐ろしい姿に変えたのである。  
( 「人の好い継母ヒルドルと王女インギビョルグ」 Hildur góða stjúpa og Ingbjörg 








                                                        
82




ランド民間説話では、人間の姿に変身をしたトロル ( 主として女トロル ) が多くの物語に
登場する83 。その大部分が、王の家来たちが難破した船が流れ着いた無人島、あるいは森
























                                                        
83




 クリスマスイヴに人間を襲いに来るという話は見られる。 ( J3, J14, J37 )  
86
 第 1 章第 2 節 2-1-1. 参照。 
44 
 
できた名称は、「女トロル」 tröllkona / tröllkerling / tröllskessa、「 ( 男 ) トロル」 tröllkarl / 
tröll であったが、ノルウェー民間説話では見られなかった用法が、アイスランド民間説話
で確認できている。それは、 troll / tröllという語が使用される対象のトロルの性別について
である。ノルウェー民間説話では、 troll という語を男トロルに対してのみ使用するが、ア
イスランド民間説話では、しばしば女トロルに対しても tröll という語を当てている87 。言
い換えれば、「トロル」という語に対する性別への感覚が、ノルウェーとアイスランドで


















                                                        
87
 ノルウェー語、 ( 古 ) アイスランド語の双方において、「トロル」という語は中性名
詞である。 
88
 Cf. Martin Arnold, ‘Hvat er troll nema þat? : The Cultural History of the Troll’, Tom Shippey (eds.) , The 
Shadow-Walkers: JACOB GRIMM’S MYTHOLOGY Of THE MONSTROUS, Arizona Board of Regents for 
Arizona State University and Brepols Publishers, n.v., Turnhout,Belgium, 2005, p. 122.  
89





















ンド民間説話に登場するトロルの特徴的な死に方 ( 殺され方 ) と言えるであろう。 
 
 3-1-2.  「敵対者」としてのトロルの出現の仕方の特徴 
 
 本節 3-1. で、敵対者として登場するトロルの行動の特徴を「人間を攫う」「人間に魔法












ン・ブリッグズ編、『妖精事典』 [1976] 、平野敬一他訳、富山房、 1992年、218-220頁参








 ノルウェー民間説話では、「キリスト教徒 ( の血 ) の臭いがする」というセリフを伴い
ながらの登場の仕方に注目したが、アイスランド民間説話にもそれと類似した特徴的な出
現の仕方が確認できる。アイスランド民間説話では、「人間の臭いがする」と言いながら

















  ( 「バングシーモンと女トロル」 Bangsimon og tröllkonan ( J31, AT308 93  )より )  
                                                        
92
 資料2: J 13, 33, 34番、 TH87 番参照。今回、アイスランド民間説話では、このトロルの
出現の仕方が 4 話において見られたが、 J13 番に登場するトロルは「助力者」として登場
するため、敵対者としてこのセリフをいうトロルが登場する話は 3 話である。また、 J 34
番に登場するトロルは、女トロルに魔法をかけられている王子である。  
93






































類話「青い山の三人の王女」De tre kongsdøttre i berget det blå ( AM7 )ではそのモティーフに習
い、トロルは地下の世界で見出される。しかし、それに反してアイスランドの類話「毛皮







あらかじめ考えているトロルの住処 ( 最も多くの場合は「洞窟」 ) に置き換えられている
と言えるだろう。 
 




話は 3 話と少ない95 。また、ウィリアム・クルーギーによれば、 3 話ともサガや『ヘイム




                                                        
94
 Cf. Thompson1946, p. 33.  
95
 資料 2: F 1, 3, 5番参照。またF1番と  F5 番に登場する主人公とトロルは同じ名前を持っ
ており、内容は異なるが、同じ物語群に属していると考えられる。  
96




 Cf. William A. Craigie, Scandinavian Folk-lore – Illustrations of the traditional beliefs of the Northern 
peoples [1896], Biblio Bazaar, Amazon Japan, 2009, (Reprinted), pp. 421-422, 424, 445-446.  
49 
 
操作するなど ) 超自然的な力を用いたことが鍵であると説明しているという点である。  











の魔法によってではなく、人間がトロルに変化していく物語があり、 1 ) 人間自らがトロ
ルと化す場合と、 2 ) トロル / 巨人が人間をトロルに変化させていく場合の 2 つが確認で
きる。まずは、一つ目の「人間自らがトロルと化す」物語を見てみよう。 
 




人間や動物を襲う邪悪なトロル versta tröll になり人々を脅かし始める。 












[ キリスト教がアイスランドに入って来てから、トロル tröll が滅びかけていたため、
一族を増やすために、ロッパ Loppa という女巨人 flagðkona 98 は妹とともに若い男ヨウ
ーンを自分たちの洞窟へ攫う。 ] 二人の女トロル trölla は、ヨウーンに沢山食べ物を
与え、また一種の香油または脂肪を塗りこみ、両方から彼を〔縦方向に〕引き伸ばし
た。 ( 中略 : ヨウーンは女トロルたちの隙を突き逃げ出し、村に戻る . ) ヨウーンの
背丈は大きく途方もなくなっており、彼が教会堂の中でまっすぐ立つと、頭がその塔




ついて」 Um trölla-láfa ( J11 ) でも見られるものだし、さらに「トルント、トルントそして




に転じていく99 。確かに、 “ トロルが出した食事を食べてはいけない ” という考え方は他
の話でもみられ ( J12 ) 、またトロルに魔法にかけられトロルの姿になった人間が「人間の
臭いがする」と言いながら、女トロルと一緒に暮らしている洞窟に入ってくる姿も見受け









                                                        
98
 物語内で、トロル tröll という語と女巨人 flagðkona という語の二語が用いられている。 
99
 Cf. Simpson2004, pp. 90-91.  
51 
 




話も見られる ( J13 ) 100。これは、ノルウェー民間説話には一切見られないトロルと人間の
関係であり、また管見の限り他の北欧諸国の民間説話でも該当する話は確認できない。こ
のトロルと人間との関係は、アイスランド独自のものであると言えるだろう。後程、この
点を第 2 章で取りあげる。 
 
4.  比喩としての「トロル」という語の使用について 
 
 最後に、実際には超自然的存在トロルではない登場人物に、「トロル」というあだ名が
付けられている場合を観察する。ノルウェー民間説話では、動物も含め、登場人物の 1 ) 
内面的性格に対する比喩、 2 ) 外形的特徴に対する比喩、 3 ) 行為に対する比喩として、
「トロル」という語が使用されていることを確認した101。アイスランド民間説話ではどう
だろうか。アイスランド民間説話では「トロル」という語が比喩として用いられている話






いう語が使用されている ( J21 ) 。もう 1 話は、女主人の腫れて黒い顔と女主人が前世から
所有している額に刻まれた洗礼の十字架の印をもった容貌に、「トロル」という語を使用
している ( J20 ) 。これはこの物語独自の特殊な例として捉えるべきである。なぜなら、洗
礼の十字架の印をもった人物が登場する話は、今回の研究対象資料において、 1 話のみで
あり、トロルにそのような特徴が見られたことがそれ以外は皆無であるためである。  
 最後に、女巨人 Riesenwieb が行った「行為に対する」比喩として「トロル」という語が




 第 1 章第 2 節 3. 参照。 
52 
 
使用される物語を見てみよう ( MI1 )。女巨人は、本節 3-1-2. でみた人間の姿をした「敵対
者」としてのトロルと同じように、王の家来たちの船が難破し、無人島に流れ着いた無人
島で黄金の竪琴を弾いている姿が見出されるという出現の仕方で言及される。しかし、こ
の女巨人は主人公 ( 王子 ) に対し「助力者」として働くが、王子が国を離れている間に、












Ármann Jakobsson が分類を行った、サガにおける “ トロル ” という語の使用法を参照し、
民間説話でのトロル像を別の観点から分析を行うことにする。 
 
第 4 節 ノルウェー、アイスランド民間説話でのトロル像の進展 
 




ル像と、第 2 節、第 3 節で展望したノルウェー、アイスランド民間説話におけるトロル像
を比較し、共通点と差異を確認することで、古来より伝わるトロル像の側面がより明確に
なると推測できる。また、他方で、ノルウェー、アイスランド民間説話に見られるトロル
                                                        
102  王様は妃の正体が女巨人であるという事実は知らない。  
103





 確かに、序論第 3 節3. 研究対象とする伝承文芸の範囲について述べたように、現時点で
は、サガの原典を入手できなかったため、サガを主要研究対象から除外したが、本節では、
アウルマン・ヤーコブスソン Ármann Jakobsson の論文、「ソルグリムの魔女のトロル的な
行動  ― 中世アイスランドにおける “ トロル ” と “ エルギ ” の意味」 ‘The Trollish Acts of 










1.  < 巨大な図体、醜い容姿をもつ超自然的存在 > を指す「トロル」 
 
アウルマンによれば、中世アイスランドにおける「トロル」という語は、中世後のアイ
スランドの民間説話 the post-medieval Icelandic folktales における意味と同じ意味で使用されて
                                                        
104
 Ármann Jakobsson, ‘The Trollish Acts of Þorgrímr the Witch: The Meanings of Troll and Ergi in Medieval 
Iceland’, Saga-book, 32, The Viking society for northern research, 2008, pp. 39-67.  
105




















という語と、山の住人 bergmann / jutul という語の言い換えがみられ、同義語として使用さ
れている ( AM16, SL59.5 ) 。この言い換えについてはアミリアンも、トロル troll とリーゼ
rise は、同一のテクストの中に、交互に同義語として使用されると述べている108。また、
他方で、アイスランドでも、女トロル tröllkerlingu の兄弟がリーゼ rise であったり、女トロ
ルtröllskessaに魔法をかけられた王子が、 jötunn / risa の姿になったりと、同じ種類の超自然













                                                        
106
 アウルマンは、 “ 中世 ” をサガが編まれた 13-14 世紀に設定している。第 1 の使用法







 Cf. Amilien1996, pp. 244-247.  
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2.  魔術的な力を保有している人間の姿をした者を指す「トロル」 
 
アウルマンによれば、「トロル」という語は、しばしば魔術的な力をもっている見た目























                                                        
109  第 2 の使用法については、 Ármann2008, pp. 44-45 参照。 
110  第 3 の使用法については、 Ármann2008, pp. 45-46 参照。 
111  例えば、『バルダルのサガ』 Bárðar saga において、流氷に乗って、奇妙な服装を身に
まといグリーンランドにたどり着いた女が、トロルであると考えられていた、という描写































                                                        
112  第 4 の使用法については、 Ármann2008, pp. 46-47 参照。 















ノルウェー民間説話では、 “ トロル猫 ”trollkatt と呼ばれる猫が登場する。トロル猫は、
人の髪や爪、木屑などから魔女によって作り出されると信じられていた超自然的存在であ













                                                        
114  第 6 の使用法については、Ármann2008, p. 47参照。 
115
 トロル猫については、 Reimund Kvidland, Henning K. Sehmsdorf (eds.), Scandinavian Folk Belief 


















8.  キリスト教と相反する者たちを指す「トロル」 
 
アウルマンは、第 8 の用法として、「トロル」とは何かは明記されていない例になると










                                                        
116  第 7 の使用法については、Ármann2008, p. 47参照。 
117  第 8 の使用法については、 Ármann2008, pp. 47-48 参照。 
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ウェーに推し進めたオーラフヴとトロルの対決 ( AT500 ) は見られるが、アイスランド民間
説話ではトロルたちが司教を恐れ、自分たちの住処が清められることを恐れている ( J1 )。


























                                                        
118  第 9 の使用法については、Ármann2008, p. 48参照。 
119
 山室 1977 、 235 頁参照 。  
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11.  生き物・物体を変形させる能力、またそれを保有する者を指す「トロル」 
 
アウルマンは、「トロル」という語は、時たま、ベルセルク ( 狂戦士 ) と、戦いにおい
て身体的な変形 ( 変身 ) をする者に対して使用されることを確認している121。さらに、サ
ガでは、身体の形を変化させる能力を示す語として trollskapr が使用され、他方で、
trolldómr という語は、地形を作り変える能力を指しており、二種類の変形に関する魔力が
存在し、言葉によっても区別されている。また、 “ トロルになる ” という変化は、 trylldr
という語が使用される。これらのトロルの外見の変化 ( 変形魔法 ) は、巨人、エルフや小
                                                        
120  第10の使用法については、Ármann2008, p. 48参照。 















判断できるであろう。また、アイスランド民間説話で、ベルセルク ( 狂戦士 ) が登場した
際には、 “ トロルのような出で立ち ” と描写がされている ( J28 ) 。 
しかしながら、第11の使用法の後半部分、即ち人間をトロルに変化させ、トロル化した












                                                        
122  第12の使用法については、 Ármann2008, pp. 50-51 参照。 
123
 また、他方で、「アイスランド人のサガ」では、主人公が自分自身に対して「トロ
ル」という語を使用する  ( Cf. Ármann2008, p. 50) 。 
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第 1 章・小括 
 











ダ群、サガ群にみられる、呼称の付与に関する “ 伝統 ” を踏んでいると言えるであろう。
また、トロルの名称にも相違点が見られる。ノルウェーのトロルには、複合語名称が多く
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第 2 章 ノルウェー、アイスランド民間説話にみられる世界観  
― 宗教・社会制度・自然  ―  
 




間説話において、古来から伝えられている超自然的存在トロルとキリスト教 ( 徒 ) との間
にどのような関係が見られるのかを検討する [ 第 1 節 ] 。次いで、第 1 章で確認した人間
とトロルとの境界線の問題に注目し、追放制度という社会制度の観点からトロル像と追放
者との混合について考察を行う [ 第 2 節 ] 。最後に、本章第 1 節、第 2 節で行う分析を基
に、ノルウェー、アイスランド民間説話におけるトロル像に、両国の住民が保有する自然
観といったものがどのように作用し、変遷に関わってくるのかを検討する [ 第 3 節 ] 。 
 
第 1 節 ノルウェー、アイスランドの宗教的背景とトロル像変遷の関係 
 
 1.  宗教的背景とトロル変遷の関係に着目する妥当性について 
 
 トロルは、エッダ群が成立した時代 ( 『古エッダ』 ca. 800-1300, 『新エッダ』 ca. 1220 
-1240 )から存在しており、現在まで語り継がれている存在である。このようにキリスト教
への改宗以前から存在してきたトロルであるが、北欧諸国がそれぞれキリスト教への改宗
を行った後 ( 11-12世紀末 ) 、キリスト教の神と敵対するような怪物的あるいは悪魔的性質
を取り入れるなどすることで、トロルの性格が変容したと考えられている1 。山室によれ





















 2.  ノルウェー、アイスランドにおける土着の宗教からキリスト教への改宗について 
 
 キリスト教への改宗以前のノルウェー人とキリスト教の接触はヴァイキング活動による








                                                        
2
 堀哲、「妖怪伝承の背景」、『中京英文学』第 2 巻、 1982年、76頁参照。 
3











的にスウェーデン全土に改宗がいきわたったのは 12世紀の終わりと考えられている。 ( 谷
口 1998、 46-58 頁参照 .)  
5




Tryggvason とオーラヴ・ハラルソン Olav Haraldsson である。それまでは、ノルウェーのほ
ぼ全体が古来の神々への信仰を持続させていたと考えられている。オーラヴ・トリュグヴ





( 995-1030 )、後の聖オーラヴ Olav den hellige が、1015年から1028年にノルウェー王の座に
ついた。オーラヴ王は、古来の信仰に基づく様々な神聖な行為 ( 儀式 ) を行っていた神殿















                                                        
6  『新エッダ』の編者であるスノッリ・ストルルソンが、ノルウェー王朝史について描
いた『ヘイムスクリングラ』Heimskringla (ca. 1230 )において、その詳しい拷問および殺害の
方法が記載されている ( 谷口 1998、54頁参照 ) 。 
7
 第 1 章第 2 節 1. 参照。 
8







9 。第 2 点目は、地理的に孤島であり、さらにキリスト教への改宗を推し進める王がいな
かったため、アイスランドへの布教は断続的に行われたことがあげられる。実際、アイス
ランドへの布教は 4 回にわたり行われている。第 1 回目は 981 年にソルヴァルド・コーズ
ランソン Þorvaldur Koðránsson によって布教が行われた。その際には、北地区の若干の人々
が新しい信仰を受け入れたとされているが、 985 年の全島民会で彼がキリスト教を布教す
ると、民衆の中で敵意が生じ国外追放を言い渡されている。第 2 回目は、 996 年にステヴ
ニル・ソルギルソン Stefnir Þórgilssonが布教のためにアイスランドに派遣されたが、神殿や
神像を破壊したため、 997 年の全島民会で彼も国外追放を言い渡される。記録によれば、
996 年ないし 997 年の全島民会でキリスト教徒の親族は、キリスト教徒であることは「一
族に対する恥」であるという前提で、その者がもしも古来の神々を侮辱した場合訴えなけ
ればいけないという定めを下している。第 3 回目の布教は、サウグブランド Þangbrandr に
よるもので 997 年に行われ、多くの島民をキリスト教へと改宗させたが、殺害事件を起こ
したため、 999 年に島から追放されている。第 4 回目の布教は、1000年に行われた。その








                                                        
9
 しかしながら、彼らの中には、キリストと古来の神々を同時に信仰していたものいた





































來社、 1994年、 222-225, 246-247 頁参照 ) 。また、馬肉食も容認された古来の信仰の慣行の
中に含まれていた。熊野によれば、アイスランドにおいて、馬肉食は宗教的な意味もあっ
たが、同時に広く行われていた食習慣であったと述べている ( 熊野 1986、 128 頁参照 ) 。 
11
 阪西 2004、 312 頁参照。 
12  アーティスによれば、 18世紀の終わりまで古来の信仰に基づく文化は存在し、絶えず
威圧的な存在であったと指摘している。また、北欧諸国では社会構造の基盤としてのキリ
スト教の原理は長い間脆弱なものだったと述べている。 (Cf. Ludvig Holm-Olsen, Vikingenes 
visdomsord, Gudrun, Oslo, 1994, s. 13-15.)  
13













る獣の驚くべき蘇生と類似していると指摘している。確かに、第 1 章第 2 節で確認したよ
うに、ノルウェー民間説話に登場する複数の頭を持つトロルは、一度にすべての頭を切り
落とさなければ死に至ることはなく、主人公はトロルを殺すためにはそのようにすること












のは51話  (内、敵対者としてトロルが登場する話は32話 ) の中で 9 話16 、身体をばらばら
                                                        
14  山室 1977、198-208頁参照。 
15
 Cf. Amilien1996, pp. 141-144.  
16








[ 女トロル tröll 「ブラウーヴェル」 Blávör は人間の姿に変身し妃の座についていたが、
最後に民衆を食べて国を滅ぼそうとしているのが知られてしまい、 ] 王子たちは、女
トロルの命を救わず、石で打って殺し、それから赤々と燃える焔で焼いた。 
( 「リーネイクとレウーヴェイの物語」 Sagan af Líneik og Laufey ( J24, AT870B 19  ) よ
り )  
 
 [ 女トロル tröllkona / tröllskessa は、人間の姿に変身し、小さな国で王女に成りすまし
ていたが、城に火をつけようとしているのが見出される。そこに王様と家来たちは城
へ馬を走らせ、 ] 女トロルの頭に袋をかぶせ、燃え上がる薪の上で焼き殺す。 
 ( 「バングシーモンと女の妖怪」 Bangsimon og tröllkonan ( J31, AT308 20  ) より )  
 




( 「ソルステイトン・カールストンと十二人の女巨人たち」Þorstrinn karlsson og 
skessurnar tólf ( J33, AT 556B
21





                                                        
17
 資料2: J 25, 26, 27番参照。 
18
 資料 2: J2, 14, 15, 32 番参照。 
19
 AT870「塚に閉じ込められた王女」The princess confined in the mound. 
20
 AT308は Thompson1946 には記載なし。 
21











この問題に対する、第 1 章第 4 節で扱った、アウルマンが提出した、サガにおける「ト
ロル」という語の使用法に、その解決への糸口があるように思われる。それは、「トロ














人々は、 1 ) 死体に杭を打ち通し、死者の頭を切り落とし、それを再び定着し甦らないよ
                                                        
22
 例えば、「リーネイクとレウーヴェイの物語」のノルウェーの類話「フィン王の娘」
The Finn King’s daughter ( FN67 ) に登場する、人間の姿に変身した女トロルは川に流され死亡
する。 
23
 ストレム 1982、 27-29 頁参照。 
24
  Cf. Arnold2005, pp. 124-125.  
25
 山室 1977、229-235頁参照。 
26
 ストレム 1982、 234 頁参照。 
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27
 ストレム 1982、234-236頁参照。 
28
 しかし、その推測に対する、実際の詳しい検証は記載されていない ( 山室静、『北欧
文学の世界』、東海大学出版会、 1969年、155-156頁参照 ) 。 
29




美歌の本 salmeboken を持っている  ( AM51 )、処女マリア Jomfru Marie は超自然的存在のフ
ルドラ族の出であり、彼女にはトロルの血 trollblod が流れているという物語が見られ












みられるのかみてみよう。先の第 1 章第 3 節 3.で取りあげたが、助力者としての役割を持
っていないトロルと人間の間に見られる友好的な関係は、アイスランド民間説話独自のも
のであると指摘した。その代表例として、「ブラウフィヤルに住むベルグソウル」
Bergþór í Bláfelli ( J16 ) が挙げられる。 
 












































第 2 節 ノルウェー、アイスランドの社会制度とトロル像変遷の関係 
 
 本章第 1 節では、宗教的背景からトロルと他の超自然的存在と混同と、トロル像におけ
る古来の信仰とキリスト教の要素を検討した。本節では、前節で確認した人間とトロルと
の関係に注目し、それに関して社会制度の観点から考察を行う。 





















間をトロルに変化させ、トロル化した人間 ( trylla menn ) を作る能力をもっているのである
                                                        
30
 第 1 章第 3 節 3-1. 参照。 
31
 アミリアンによれば、この < 人間の世界に直接接触をもつ > という特徴は、ノルウェ
ーのトロル固有のものとして分類している (Cf. Amilien1996, p. 255.) 。  
32















また、アイスランド民間説話を参照するならば、第 1 章第 3 節 3-2. で取りあげた、「ロ
ッパとロッパの養い子ヨウーン」Loppa og Jón Loppufóstri ( J9 )では、女トロルが主人公ヨウ
ーンを村から攫い、女トロルの住処である洞窟で、ヨウーンをトロルに変化させようとす
る描写がみられる。また他方で、「ヨウーラ崖にすむヨウーラ」 Jóra í jórukleif ( J7 )では、
主人公のヨウーラ ( 女 ) が怒り狂い、馬の脚を引き裂くなど残虐な行いをしており、その
後、ヨウーラは村から離れた洞窟でトロルと化したという話が展開されている。この物語
は、「ロッパとロッパの養い子ヨウーン」とは異なり、主人公の女はトロルの手を借りず
にトロルへと変身している36 。この話の展開は、 “ 人間社会を去った人間は大きな洞窟に
住むと考えられた37 ” という民衆の思想傾向に基づいていると考えられるのではないだろ
うか。ここでみられる  “人間社会を去った人間 ” とは、追放者のことである。そこで、ア
                                                        
33
 Cf. Ármann2008, pp. 48-50.  
34
 Cf. Ármann Jakobsson, ‘History of the trolls? Bárðar saga as an historical narrative’, Saga-book, 25/1, The 
Viking society for northern research, 1998, p. 69.  
35








ガ』、新潮社、 1979年、 155-308, 848-849 頁参照 .)  
37
 Cf. Ármann1998, pp. 58-60. 他方で、ノルウェーでは、人がいなくなった場合は山へ行った
と考えられていたという思想が、 AM14 番において見られる。 
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ウルマンが分類した第 9 の用法に注目してみよう。第 9 の用法は、「トロル」という語を
「ブルンミギー」brunnmigiというサガの登場人物に使用している例であるが、そこでアウ
ルマンは、「トロル」という語と “ 追放者 ” を関連付けている。 
第 1 章で既に述べたが、山室は、アイスランドのトロルは、逃亡した奴隷や、何らかの
罪を犯して村を追放された人間が山や森に入りトロルと化したものであると述べている38 。
それでは、アイスランドで行われていた “ 追放 ” とはどのように行われていたのかを確認
していこう。 
 








しなかったアイスランドにおいて skoggang は極刑であった。しかし、 skoggang を受けた者
の首には賞金がかけられ、彼らを殺害しても一切の処罰が与えられないという決まりがあ




されている地区追放heradssekt (district outlawry)、 fjordungsutlegd (quarter outlawry)と同様のもの
が言及されている。また、アイスランドの法典Grágásでは、アイスランドからの 3 年間の
追放が命じられ、その 3 年後はアイスランドに戻り、すべての社会的権利の回復が約束さ
れている追放 fjörbaugsgarð (lesser outlawry) 41 についても述べている42 。 
                                                        
38
 第 1 章第 4 節9. 参照 。 ( 山室 1977 、 235 頁 、 山室 1970、313-314頁参照 .)  
39
 Cf. William Craigie, The Religion of Ancient Scandinavia, Constable, London, 1914, pp. 46-47.  
40
 もし追放者 (skoggangsmann) がアイスランド国外への逃走に成功した場合は、アイスラ
ンドに再入国できないことになっていた。 
41




 後者の skoggang および地区追放については、北欧諸国 4 ヶ国の法のなかにみられるもの
である。デンマークの法学者オーレ・フェンガー Ole Fenger によれば、人身不可侵性43 の




 3.  アイスランドにおける追放制度 skoggangについて 
 
 ここでは、アイスランドで極刑として強力な効力を発揮していたと考えられる追放制度
skoggang に注目したい。 “ 強力な効力を発揮していた ” と述べたのは次のような背景があ
るためである。植民の時代 ( 870-930年 ) が幕を下ろした直後、アイスランド人は、ノルウ
ェーでみられていたような散居定住様式をとり、必要に応じて個別的に他者との社会的関












                                                                                                                                                                             
42
 Cf. Kirsten Wolf, Daily Life of The Vikings, Greenwood Press, 2004, pp. 117-119.  
43
 自由人男子の人身上の不可侵性  (法の保障する人身、名誉、財産に対する安全 ) と平
和は、北欧諸法において「人身不可侵性」と表現されている。 
44
 Cf. Hastrup, Kirsten, Den nordiske verden, I-II, Nordisk Forlag A.S., Copenhagen, 1992 ( キアステン・
ハストロプ編、 『 北欧社会の基層 と 構造 3 －北欧のア イデンテ ィ テ ィ 』、 菅原邦城 、 熊野
聰訳 、 東海大学出版会 、 1996年 、 85-88 頁参照 ).  
45  熊野 1994、 43-44 頁参照。 
46




 ここまで、追放制度 skoggang について確認してきた。ここでまでで明らかなことは、ア
イスランドでは島民は有罪の判決を受けた場合、「森を歩く人」となり人間の住んでいな
い場所に移り住み、また誰でも彼らを殺すことができたという事実である。ここで重要に
なるのが、彼らが住むことになった “ 人間の住んでいない場所 ” という点である。サガに
おいて、追放者が移り住んだ場所の多くは “ 洞窟 ” である48 。即ち、追放者が村を去り、
住処とする場所は “ 洞窟 ” であると考えられてきたのである。先ほど挙げた「ヨウーラ崖
にすむヨウーラ」 ( J7 ) でも見られるように、アイスランド民間説話で多くのトロルが住
処としているのは “ 洞窟 ” であり、住処という項目で共通点が見られる。レジス・ボアイ










た人物が、民間説話では “ 洞窟 ” という住処を同じくするトロルという存在と混合された
と推測することができるであろう。 
 しかしなぜ、このようなトロルと “ 追放者 ” との混合がアイスランド民間説話において
のみ見られるのであろうか。それは、キリスト教への改宗後の社会制度の変容が要因とし
                                                        
47
 ハストロプ 1996 (3) 、87頁参照。 
48
 例えば、谷口 1976、 186 頁参照。また、スウェーデンの民族学者である O. レーヴレ
ーン Orvar Löfgren によれば、実際に北欧の森には、盗賊の巣窟、盗賊の洞窟、盗賊の峠が
多くみられ、森に対する恐怖が存在したことと述べている。そのため、実際に洞窟で生活
をしていた人々がいたことは確認されている。 ( キアステン・ハストロプ編、 『 北欧社会
の基層 と 構造 1 －北欧の世界観 』 [1992] 、 菅原邦城 、 新谷俊裕訳 、 東海大学出版会 、 1996
年 、 85-88 頁参照 ).  
49
 ボア イ エに よれば 、 「 狼 」 は北欧語のなかでは最悪の蔑称であ る 。  
50
 Cf. Régis Boyer, La vie quotidienne des Vikings (800-1050), Hachette, Paris, 1992 ( レ ジ ス ・ ボ ワ イ エ 、
『 ヴ ァ イ キ ン グの暮ら し と 文化 』、 熊野聰監修 、 持田智子訳 、 白水社 、 2001年 、 188-189






改正王 Magnus Håkonsson Lagabøte [ 在位 1264-1280 年 ] が、1274年に公布した『マグヌス法
改正王の全国法』 Magnus Lagabøtes landslov では、王権が強化されており、刑は公的なもの






















                                                        
51  熊野 1994、 pp. 106-107 参照。 
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第 3 節 ノルウェー、アイスランド民間説話に見られる世界観－自然が形作るトロル像－ 
 



















                                                        
53
 山室静、『サガとエッダの世界』、現代教養文庫、 1992年、 217 頁参照。また、 ノ ル
ウ ェーでは一部の作家がデンマー ク語に よ る作品を生み出す も のの 、 19世紀まで文学的展
開は見られず 、 民衆の間では も っぱら口承に よ る作品だけであった 。  
54
 熊野 1994、 pp. 104-105 参照。 
55
  Cf. Ármann2008, p. 51.  
56





 1.  北欧諸国における世界観について ―「内側」 / 「外側」の概念 
 





あったと考えられている。特に、ヴァイキング時代 Vikingtiden ( ca. 790 – ca. 1100) と中世初
期において、この区別は確固としたものであった。なぜなら、第 2 章第 2 節で述べたよう
に、「内側」は法と平和の支配が及ぶ範囲および神々の世界として文明化と秩序を意味し、
「外側」は法の支配が及ばない範囲および混沌と未開性の代表として考えられていたから
である58 。キアステン・ハストロプ  Kirsten Hastrup は、社会的な意味で「内側」にいる者
は誰か、そして「外側」にいるものは誰かを決定していたのは法であると指摘している。
例えば前節で検討した “ 追放者 ” とトロルの混合が含意しているのは、＜追放された人間
は、人間ならざる者でなくなっただけでなく、トロルが住むと考えられている世界の住人
になり、「内側」の世界の法秩序から全く無縁の存在となり果てた＞という事態である。  
 また、この「内側」 / 「外側」の概念は、日常的な領域にも浸透していたと考えられて
いる。とりわけノルウェーを中心とする北欧西部諸地域では、「屋敷内」 innsngarðs と
「屋敷外」 útangarðr と対比が見られ、「内側」と「外側」の対立が日常生活 ( 主として農
場生活 ) において展開されていた。ハストロプは、「屋敷内」と「屋敷外」の対比を次の
ように言い換えをしている。「屋敷内」 = 「内側」は統制され耕作された空間であり、他
方で「屋敷外」 = 「外側」は統制されず人手の入っていない空間を意味している59 。また、
ハストロプによれば、この二分化された世界観は、北欧諸国にとって恒久不変の概念を成
しており、キリスト教による本来は異質な世界観との並立が可能であったと主張している
                                                        
57
 北欧諸国における世界観については、ハストロプ 1996 (1) 、 13-34 頁参照。 
58
 ハストロプ 1996 (1) 、16頁参照。 
59
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トロプ 1996 (1) 、 27-33 頁参照 .)  
61
 第 1 章第 2 節 2-1-3. および第 3 節 3-1-3. を参照。 
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som traff trollene på Hedalsskogen ( AM1 、 AT303 66 ) では、主人公の男の子たちは食べるもの
                                                        
63
 Cf. Amilien1996, pp. 228-230. また 、 ク ヌー ト ・ ア ウ ク ルス ト Knut Aukrust も ノ ルウ ェーに展
開 されていた世界観 と 、 キ リ ス ト 教会 と の対立を民間説話の中に見出し てい る 。 ア ウ ク ル
ス ト は 、 AT500 に分類される話に注目し 、 ト ロルに よ る教会建設 と その後の ト ロルの完全
敗北の描写は 、 キ リ ス ト 教会の超自然的な力への勝利であ り 、 教会の建設は地理的 、 宇宙
論的勝利の証拠であ る と 指摘し てい る 。 (Cf. Ingermark2004, pp. 19-21. )  
64
 17 世紀頃の記録では、農民は人口の 9 割を占めていた ( ステーネシェン 2005、57頁 ) 。 
65




ロプ 1996 (1) 、67頁参照 ) 。このハストロプが示した考えは、 AM45 番に反映されている。 
66





ると言う話が展開されている。また、「太陽の東と月の西」 Østenfor sol og vestenfor måne 








 2-2.  アイスランド民間説話に展開される世界観 
 
 次に、アイスランド民間説話において、「内側」 / 「外側」の概念が存在するのか、ま
た存在するのならば、どのように展開されているのかを見ていこう。先にトロルが別世界
を保有するという特徴はノルウェー独自のものであると述べたように68 、アイスランド民
間説話に登場するトロルは、主として洞窟、 ( 無人 ) 島に住処を置いている。まずは、ト
ロルの住む ( 無人 ) 島からみていく。トロルの住んでいる場所を「外側」と見なすのであ
れば、トロルの住む洞窟も島も「外側」に分類されるが、その法則が成り立つかどうかを
吟味していく。例えば、「リーネイクとレウーヴェイの物語」 Sagan af Líneik og Laufey ( J24、
AT870B )を見てみよう。 
 





が現れる。 ( 中略：島の中の森で、美しい人間の姿をした女トロルに出会う .) 大臣は、
                                                        
67
 Hodne, AT 425: 「東の太陽と西の月」Østenfor sol og vestenfor mane ( 「消えた夫をさがす」
The search for the lost husband ).  
68



























                                                        
69
 アウルマンが「トロル」という語の第 11の使用法で、トロルは地形を作り変える能力
trolldómr を所有すると述べている ( 第 1 章第 4 節 11. 参照 ) 。 
70
 J5 番、および Fb1 番にも、天候を操作する力をもつ女トロルが登場する。 
71  他方で、実際の地名と結びついていない場合でも、人間がトロルの居場所を知ってい
る例も見られる。ノルウェー民間説話の「太陽の東と月の西」 ( AT425 ) に登場する主人公
がトロルの住処を探し、森をさまようのに対し、アイスランド民間説話の「イヌのモウリ
の話」 The Tale of the Dog Móri ( TH90、 AT425 ) では、主人公は恋人が向かう場所 ( トロルの






自分の住んでいる場所からトロルの住む洞窟へ行く ( 例えば、 J13, 16 ) 、あるいはトロル









ル」 Hel への入り口「グニパヘリル」 Gnipahellir でとして考えられていた74 。またそこは、
険しい、切り立った岩で囲まれた場所にあるとされている75 。つまり、トロルは地獄の入
り口に住んではいるが、地獄の住人として捉えられているわけではない。第 1 章第 3 節






したがって、アイスランド民間説話においてトロルが登場する  “洞窟 ” は、人間が行き来
でき、民衆の地理的な知識が及ぶる場所にあるという意味で「内側」と「外側」の境界線
                                                        
72  尾崎 1994、 529 頁参照。 
73
 第 1 章第 2 節 2-1. 参照。 
74
 Vǫlospá.44 (『巫女の予言』第44節 ) 。また、ここでいう「地獄」 Hel とは、北欧神話に
おける最も最下層に位置する死者の国であり、極寒の世界のことを指す。  
75
 ネッケル 1973、13、24頁参照。 
76
 ノルウェーの類話 ( AM7 )では、地下世界にトロルが住んでいる。 
77
 主人公が地獄へ赴く場合は、何らかの超自然的助力を借りる場合が多い (Cf. 
Thompson1946, pp. 146-148. )。 
90 
 















( 法の内側 ) と外側 ( 法の外側 ) の概念は存在していたが78 、ノルウェーは、国内に 4 つ











                                                        
78
 ハストロプ 1996 (1) 、 13-19 頁参照。 
79
 熊野 1994、 101-109, 122頁参考。その後、マグヌス法改正王は、旧来の地域ごとの法を
基礎に国全体に適応される統一法を制定しており、追放制度が禁止されている。 ( 第 2 章





















第 2 章・小括 
 
 第 2 章では、民間説話におけるトロル像の描写を通じて、ノルウェー、アイスランド両
国の世界観を展望することを目的に、両国の宗教的背景、追放制度という社会制度、自然
観からトロル像の変遷を検討した。この章からは次のことが導き出せた。  




                                                        
80
 13 世紀後半から森林の衰退が著しくなっていたと考えられている ( 清水 2009、 3 頁、
山室 1992、 230 頁参照 ) 。 
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た追放者に対する、 < 追放者 = 人間ならざる者 > という民衆の思想が影響していると言え
るであろう。 
















 以上のことから、第 1 章の最後に、アイスランド民間説話のトロル像は、怪物的要素が
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【補遺】 AT 分類Aarne-Thompson type indexの概要 
 
AT 分類とは、アンティ・アールネ Antti Aarne (1867-1925, Finland) とスティス・トンプソ
ン Stith Thompson (1885–1976, US) によって作成された、各昔話をさまざまな話型 ( タイプ )
によって分類し、番号を定めていったものである。現在、伝承文芸研究で最も代表的な

















                                                        
1
 Hans-Jörg Uther, The types of international folktales : a classification and bibliography : based on the 
system of Antti Aarne and Stith Thompson, FF communications, Suomalainen Tiedeakatemia, Helsinki, 2004.  
2
 日本語表記は 、 ス テ ィ ス ・ ト ンプ ソ ン 、 『 民間説話  理論 と 展開 』 上 ・ 下 [1946] 、 荒
木博之 、 石原綏代訳 、 現代教養文庫 、 1977年に よ る 。 ト ンプ ソ ンは著作の中で 、 folktale と
い う 言葉は 、 長い期間をかけて口承あ るいは書承で伝承 されたあ ら ゆ る形式の散文体の話
を含む広い意味で使用されてい るが 、 folktale と い う 語において最 も重要な事柄は伝承性
(the traditional nature of the material) であ る と 述べてい る (Cf. Thompson1946, p.4) 。 日本語において
folktale と い う 語に該当する語を選定するのが困難であ る ため 、 訳者注において 、 「 原語の
folktale はその と き ど き の文脈に よ って 、 民間説話 、 説話 、 昔話等に訳し分けた 」 と 記載 さ
れてい る ( 荒木 ・ 石原訳 1977 、 p.7) 。 以上の よ う な翻訳上の事情か ら 、 原語の術語に当て
られてい る日本語は状況に よ って異なっているが 、 AT 分類におけ る日本語表記に関し て








1  動物説話Animal tales ( 1-299 )  
野生動物       1-99  
野生動物と家畜      100-149  
人間と野生動物      150-199  
家畜      200-219  
鳥      220-249  
魚      250-274  
他の動物や物      275-299  
2  本来の昔話  Ordinary Folktale  ( 300-1199 )  
A  魔法昔話 Tales of Magic (300-749) 
超自然の敵対者      300-399  
超自然の、あるいは魔法にかけられた夫・妻・親類      400-459  
超人間的な課題      460-499  
超自然の援助者      500-559  
魔法の物      560-649  
超自然の能力・知識      650-699  
その他の超自然的な物語      700-749  
B  宗教説話 Religious Stories                     750-849  
C  短編小説風の話  Novelle (Romantic tales)            850-999  
D  愚かな悪魔の話  Tales of the Stupid Ogre                    1000-1199 
3  笑い話・逸話 ( アネクドート ) Jokes and Anecdotes  ( 1200-1999 )  
間抜けの話       1200-1349 
夫婦に関する話       1350-1439 
女性 ( 少女 ) に関する話       1440-1524 
男性 ( 少年 ) に関する話          1525-1874  
嘘に関する話          1875-1999 
4  形式譚  Formula Tales                                                  2000-2399  
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Norske folkeeventyr  ノルウェー 67話 
【出典】 
Peter Christen Asbjørnsen og Jørgen Moe (saml.), Norske Folkeeventyr, Bind I-II., Johan Dahls 
Forlagsboghandel, Christiania, 1841 bis 1844. 
Peter Christen Asbjørnsen og Jørgen Moe (saml.), Norske Folkeeventyr, Anden forøgede Udgave, 
Christiania, 1841 bis 1852. 
Peter Christen Asbjørnsen (saml.), Norske Huldre-Eventyr Og Folkesagn, Forfatterens Forlag, 
Christiania, 1870. 
Peter Christen Asbjørnsen og Jørgen Moe (saml.), Norske Folke-Eventyr, Ny samling (Med Bidrag 
fra Jørgen Moes Reiser og Optegnelser), Christiania, 1871, Anden Udgave København, 1876. 
 
1) Småguttene som traff trollene på Hedalsskogen (へーダルの森でトロルに出会った小さな男の子
たち) 
大塚訳：8. 森でトロルに出あった男の子たち1 
2) Risen som ikke hadde noe hjerte på seg 
  N) Trollet som ikke hadde noe hjerte på seg2 
  独)23. Von dem Riesen, der sein Herz nicht bei sich hatte3 
大塚訳：6. 体に心臓のない大男4 
  櫛田訳：61. 心臓をもっていない巨人の話5 
3) De tre bukkene Bruse som skulle gå til seters og gjøre seg fete (山の草地へ行って太ろうとしてい
る三匹の雄山羊) 
  大塚訳：34. ふとろうと山に行く三匹のヤギのドンガラン6 
  山室訳：三びきのヤギ7 
  米原訳：三匹の山羊8 
4) Dumme menn og troll til kjerringer  
  英) 76. Stupid men and shrewish wives9 
                                                   
1
 ぺテル・クリステン・アスビョルンセン、ヨルゲン・モー編、『ノルウェーの昔話』、大塚勇三訳、福
音館書店、2003 年、8 番. 
2
 Birgit Alm og Sverre Mørkhagen, De beste Eventyrene fra Asbjørnsen & Moe, Andresen & Butenschøn, Oslo, 
2004, s. 152-159. 
3
 Klara Stroebe und Reidar Th. Christiansen (edd.) , Nordischen Volksmärchen, Eugen Diederichs Verlag, Köln, 
1967, Nr. 23. 
4
 大塚訳 2003、6 番. 
5
 小沢俊夫編、『世界の民話 3 北欧』[1967]、櫛田照夫(抄)訳、ぎょうせい、1999 年、61番. 
6
 大塚訳 2003、34番. 
7




 Reidar Thoralf Christiansen (ed.), Pat Shaw Iversaon (tr.), Folktales of Norway, The University of Chicago 
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5) Jutulen og Johannes Blessom  
  英) 35. The jutul and Johannes Blessom10 
6) Østenfor sol og vestenfor måne 
独) 31. Östlich von der Sonne und westlich vom Mond11 
山室訳：太陽の東・月の西12 
7) De tre kongsdøtrene i berget det blå 
大塚訳：33. 青い山の三人のお姫さま13 
8) Følgesvennen 
    大塚訳：17. 旅の仲間14 
9) Smørbukk  
    英) Buttercup15 
    山室訳：バタ坊や16 
10) Manndatteren og kjerringdatteren (夫の娘と妻の娘) 
    大塚訳：30. ふたりの娘17 
11) Herreper   
大塚訳：12. ペール殿下18 
12) Gutten som gjorde seg til løve, falk og maur (ライオンとハヤブサとアリになった少年) 
    大塚訳：29.ライオンとタカとアリになった少年19 
13) Kvitebjørn kong Valemon 
独) 29. Der weiße Bär König Valemon20 
大塚訳：24. 白クマ王ヴァレモン21 
櫛田訳：63. 白くま王ワレモン22 
14) Fugl Dam 
    英) 81. Bird dam23 
                                                                                                                                                               
Press, 1964, Nr.76. 
10
 Cristiansen1964, Nr.35. 
11
 Stroebe1967, Nr.31. 
12
 山室静編、『北欧の昔話』、岩崎美術社、1970年、70-83 頁. 
13
 大塚訳 2003、33番. 
14
 大塚訳 2003、17番. 
15
 Joanne Asala, Trolls remembering Norway, Penfield Press, Iowa City, 1994, pp. 21-26. 
16
 山室 1977、211-218頁. 
17
 大塚訳 2003、30番. 
18
 大塚訳 2003、12番. 
19
 大塚訳 2003、29番. 
20
 Stroebe1967, Nr.29. 
21
 大塚訳 2003、24 番. 
22
 櫛田訳 1999、63番. 
23
 Cristiansen1964, Nr.81. 
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15) Askeladden og de gode hjelperne 
大塚訳：26.灰つつきとすてきな仲間たち24 
16) Høna tripper i berget 
    英) 79. The hen is tripping in the mountain25 
17) Det blå båndet 
    英) 75. The blue band26 
18) Kari Trestakk 
独)27. Kari Holzrock27 
   櫛田訳：62. カーリ・ホルツロック28 
   山室訳：木のつづれのカーリ29 
19) Mestermø   
    英) 78. Mastermaid30 
20) Lurvehette (もじゃもじゃ頭のフード) 
    英) 82. Mop head31 
    英) Tatterhood32 
21) De syv folene   
   英) 71. The seven foals33 
22) De tre prinsesser i Hvittenland 
    英) 68. The three princesses in Whittenland34 
23) Kjetta på Dovre   
大塚訳：2.ドブレ山地の小ネコ35 
24) Soria Moria slott 




    英) The Golden Bird37 
                                                   
24
 大塚訳 2003、26 番. 
25
 Cristiansen1964, Nr.79. 
26
 Cristiansen1964, Nr.75. 
27
 Stroebe1967, Nr.27. 
28
 櫛田訳 1999、62番. 
29
 山室 1977、176-201頁. 
30
 Cristiansen1964, Nr.78. 
31
 Cristiansen1964, Nr.82. 
32
 Peter Christen Asjørnsen (saml.), Hans Lien Breakstad (tr.), Christmas fireside stories or, Round the yule log; 
Norwegian folk and fairy tales [1919], New York Public Library, Lexington, KY, 2011, (Reprinted), pp.346-353. 
33
 Cristiansen1964, Nr.71. 
34
 Cristiansen1964, Nr.68. 
35
 大塚訳 2003、2番. 
36
 Joanne Asala, Trolls remembering Norway, Penfield Press, Iowa City, 1994, pp.51-53. 24)の話と同じ題名
が付けられているが出典、語り手、内容が異なっている．25)の語り手は Theodor Kittelsen． 
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27) Askeladden som kappåt med trollet  
    英)Boots who ate a match with the troll38 
28) De tolv villender (12羽の野ガモ) 
    英)The twelve wild ducks39 
29)Jomfru Maria som gudmor
40 (養母、聖母マリア) 
    英) The Lassie and Her Godmother41 
30) Askeladden som stjal sølvendene til trollet 
    英) Boots and the Troll42 
31) Lillekort 
    英)Shortshanks43 
32) Enkesønnen  
    英)The Widow’s Son44 
33) Rødrev og Askeladden (キツネ45と灰つつき) 
34) Grimsborken 
    英)Dapplegrim46 




    英) Legends of the Mill48 
    独) Selbst getan49 
37) Håken Borkenskjegg 
    英) Hacon Grizzlebeard50 
38) En tiurleik i Holleia 
    英) A Day With The Capercailzies51 
                                                                                                                                                               
37
 Asala1994, pp.31-38. 
38
 Peter Christen Asbjørnsen og Jørgen Moe (saml.),George Webbe Dasent (tr.), Popular Tales from the Norse, 
Edmonston, 1859, pp.21-31. 
39




 Dasent1859, pp.198-204. 
42
 Dasent1859, pp.232-240. 
43
 Dasent1859, pp.125-148. 
44










 Breakstad1919, pp.151-161. 
49
 Stroebe1967, Nr.20. 
50
 Dasent1859, pp.39-48. 
51
 Breakstad1919, pp.68-93. 
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39) Mumle Gåsegg (囁くダチョウのたまご) 
    英) The Greedy Youngster52 
40) Berthe Tuppenhaugs fortellinger
53
 
  英) Mather Bertha’s stories54,55 
  独) Die Trollhochzeit56 
41) Malkrelldorg (サバの引縄) 
英) Mackerel Trolling57 
42) En sommernatt på Krokskogen
58
 
    英) A Summer Night in a Norwegian Forest59 
43) Tyrihans som fikk kongsdatteren til å le
60
   
    英) Hans, Who Made The Princess Laugh61 
44) Sju år gammal graut (七歳のポリッジ) 
45) Bjørnen og reven (熊とキツネ): 
4: Mikkel vil smake hestekjøtt (馬の肉を食べたいミッケル)62 
46) Haren som hadde vært gift (結婚した男) 
47) Kjerringa mot strømmen (川の流れに逆らう女/妻) 
48) En halling med kvannerot (A halling dance with an Angelica’s root
63
) 
49) Tre sitroner (3つのレモン) 
  独)Drei Zitronen64 
50) Den grønne ridder (緑の騎士) 
51) Tobakksgutten (煙草の代金として売られた少年) 
52) En aften ved Andelven (Andelven
65でのある夕方) 
                                                   
52
 Breakstad1919, pp.94-107. 
53
 Berthe Tuppenhaug は語り手の名前．また、この話では直接 troll という語は出てこないが、物語の中
で結婚式を行っている女、あるいは客がトロルである可能性が、語り手の表現の仕方から見てとれる． 
54
 Breakstad1919, pp.114-131. 
55
 他の翻訳では、タイトルが”Berthe Tuppenhaug’s Stories”となっていることが多い． 
56
 Stroebe1967, Nr.9. (抄訳) 
57
 Breakstad1919, pp.180-193. 
58
 英題では” a Norwegian forest”と訳されているが、原題は”Krokskogen”となっており、実際に現在も実
在している森の名前である．Ringerike 県(オスロがある Østlandet 県に隣接している)にある森で、大き
な湖が広がっている．物語内でも、湖の話題が出ている． 
59





 Breakstad1919, pp.269-276. 
62
 4 部作のうちの一つ． 
63
 “halling dance”は Østlandet 県 Hallingdal (地名) に由来のあるノルウェーの伝統的なダンスの一つで、
この昔話の舞台も Hallingdal である．また、”kvannerot”はシシウドの根っこ． 
64
 Stroebe1967, Nr.4. 
65
 Bårtidalenにある Andelven．現在の Akershus 県にある地名． 
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53) Tuftefolket på Sandflesa
66
 (サンドフレサの屋敷の人々(超自然的存在)) 
54) Julebesøket i prestegården (司教館でのクリスマス会) 
55) En signekjerring (A wise woman
67
, 賢い女性) 
56) Huldreætt (フルドラ一家) 
57) Ekebergkongen (エーケベルクの王) 
58) Graverens fortellinger (墓掘り職人の語る物語) 
59) Fra Sognefjorden (ソグネフィヨルドの物語) 
60) Fiskersønnene (漁師の息子たち) 
61) Klokkeren i bygda vår (私たちの村の寺男) 




63) 1: En søndagskveld til seters (夏の山の牧草地でのある日曜の夜) 
64) 2: Rensdyrjakt ved Rondane (ロンダーネでのトナカイ狩り) 
     独) Per Gynt69 
65) En aften i nabogården (隣の農場でのある午後) 
66) På høyden av Aleksandria (エジプト、アレキサンドリアの丘で) 
















                                                   
66
 Sandflesa は北ノルウェーHelgeland 県に属する Dønna 諸島の一つ． 
67
 Marte Hvam Hult, Framing a national narrative –The legend collections of Peter Christen Asbjørnsen, 
Wayne State University Press, Detroit, 2003, pp.120-129, 抄訳と分析を参照できる． 
68
 2 部構成のお話で、物語内では方言が使われているほか、英語・ドイツ語も使われている． 
69
 Stroebe1967, Nr.1. (抄訳) 
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資料 1: AM (ノルウェー) 
 (a)名称と外形：「」内は名前、それ以外は表記されている呼称．( )内は外形． 
(b),(c),に関して特に記載がない場合は、― と表記する． 
また、注記の欄には、註において特徴的な内容を要約し記載した．“*“以下の註は粉川による． 
AT 番号分類は Ørnulf Hodne, The type of the Norwegian folktale, Instituttet for sammenlignende 
kulturforskning, Oslo, 1984、およびオスロ大学 Universitetet i Oslo の HP で公開している AT番号対
応表70を参照している．(AT: Antii Aarne and Stith Thompson, The Types of the Folktale. A classification 
and Bibliography (Second Revision), Helsinki, 1971.)  
モティーフ・インデックス(Index of Motifs)分類は、Stith Thompson, Motif-Index of Folk Literature, 6 
vols, Bloomington, Indiana, 1955-58による．ML (Index of Migratory Legends)分類は、Reidar Th. 
Christiansen, The Migrartory Legends: A Proposed List of Types with a Systematic Catalogue of the 




1 (i) skogtroll 森のト
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 Eventyrene listet etter eventyrtyper 
(http://www.hf.uio.no/ikos/tjenester/kunnskap/samlinger/norsk-folkeminnesamling/eventyr/eventyrene-etter-typ
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71
 "Det lukter kristent blod her!"  
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ML4000: The Soul of 
a sleeping person 
wanders on its own 
(The „Guntram 
Legend”) 





































(i) ― (i) ― 1859 年72、東ノルウ
ェーSogn og Fjprdane
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journey: man carried 
by spirit or devil 
ML 5005: A Journey 
with a Troll 






(i) slott 城 
( 険しい山 stort fjell
の崖の中にある城 )  
1870 年頃、南ノルウ
ェ ー Aust-Agder 県
Valle で A. Schneider
                                                   
73
 Christiansen1964 の解説註に AT1460と記されているが、同書巻末に AT1406と記されていることと、
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に変えられている
美しい王子) 





(iii) prinsesse  / 
nesegrevet  鼻女  / 
trollpakk トロルど
も (ii)の娘 (醜い) 
(iv) gammel kjerring 
年老いた女 (金のり
んごを持っている) 
(v)  gammel kjerring 
年老いた女 (金のす
き櫛を持っている) 
(vi) gammel kjerring 
年老いた女 (金の糸
車を持っている) 





(x) nordavinden 北風 
(xi) trollene トロル























(ii)(iii) slott som ligger 











(xi) slott som ligger 








7 (i) bergtroll 山のト
ロル / troll (頭の三
つあるトロル) 









穴 dypt hull の下に別
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 "Tvi, tvi! Her lukter kristenmanns blod og bein i mitt hus," 
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10 (i) trollkjerring  
女トロル  
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ぬ. 
















14 (i) troll 







(ii) alle slags vakter 
英:kings of animals 
(狼、ライオン、熊) 
iii) troll i)の主人 
(巨大な図体、12 の
頭を持つ) 
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 Christiansen1964の解説註にAT310Aと記されているが、同書巻末にAT301Dと記されていることと、
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主 人 公 ) と し て















































ーBuskerud 県 Hole, 
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iii) gammel kjerring, 
troll (女) 







































































資料 1: AM (ノルウェー) 
123 


































































i ) 山の裂け目 
ii) ― 
1837年(?)、東ノルウ













場 す る ( ス ペ イ
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22 i) gammel mann  
(英:old mann) 
(長く、白いひげ) 

















vi) herre over alle 








viii) herre over alle 





























































東 ノ ル ウ ェ ー
Buskerud 県
Ringerike, Norderhov
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* 北 ノ ル ウ ェ ー
Finnmark が舞台 
AT1161 
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 "Huttetu! her lukter så kristen manns blod!" 
77
 "Huttetu! her lukter så kristen manns blod!" 
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主 人 公 の 名 前 ：
Halvor 
























教 徒 の に お い
か?79」と言う) 
(i) Soria Moria城 
(ii) Soria Moria城 




の Mikkel 、 熊 の
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 "Huttetu! her lukter så kristen manns blod!" 
79
 “What’s this I smell?” ….”Christian blood?” 
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(iii)敵対者 







(iii) troll (ii)の隣人 
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にまぬかれる客人
たち 
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 "Huff! her lukter så kristenmanns blod," 
81
 Klara Stroebe, Nordische Volksmärchen, I (MdW). Jena, 1940. 
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32 (i) fremmed mann 
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次男 Pål  
                                                   
82
 “Hu hu! Ditter du her og lysker kristent folk, så eter jeg deg.” 
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Selijord で 、 Anne 
Golid から Moe が採
集し、記録した話． 
39 類話がノルウェー
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(x) alle slags ville dyr 
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 “Hu, her lukter det kristen mannelukt!” 
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36 i) Møllerkerringa 
粉を挽く女 ,名前は
「Sjøl」(独:Selbst) 










37 i) en Kongsdatter 王
の娘、det leie trollet 
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ル ( 主 人 公 と
trollslottet にて再会
するため) 
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ML 6005: The 
interrupted fairy 
                                                   
84
 ”Kong Håken, min sønn, vil du gifte deg?” 
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41 i) troll 
ii) trollkjerringer (複) 
 女トロル 
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 “Men det er vel ingen som hører oss?” , ”Ja, men de dere viss på at ingen hører oss?” 
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資料 1: AM (ノルウェー) 
人々) 
iii) gjekkende dverger 
 ドワーフ 
vi) bergmor 山女 


























































i) ― i) ― 1871 年 、
Nord-Trøndelag 県
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i) ― i) ― 1854年、Akershus県














46 i) en hare 
 男(人間) 
ii) en rev 
 キツネ 
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50 i) en dronning 
 女王 
i) ― i) ― 1847 年、Aust-Agder
県 Bygland で、Karen 
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県 Bygland で、Aanon 
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 …; slem og trollet var hun støtt mot stedatteren. 
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52 (i) trollfolket トロル 


























で 、 出 身 は
Åshøyden(東 Vorma)． 
























tuftefolk は Dønna 諸















資料 1: AM (ノルウェー) 
144 













































前 が 出 て く る ．
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56 (i) huldrefolk, 
 フルドラ族(隠され
た人々) 
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 memorateは、ここでは語り手の個人の経験と関係のある回想(物語)を指す．  
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(ii) troll, et stort troll / 
stortrollet 大きなト
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く人)という偽主人
公が出てくる． 






















62 (i) en trollkjerring  
 女トロル /  





















(i) ― 1847 年、Oppland 県
SelでAsbjørnsenが記
録した話． 
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64 (i) stortrølle / 
 大きなトロルたち 








(iii) fire haugtrøll 
 4 人の丘のトロル 





(v) fire trøll 
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67 (i) maskan / 
 trolldomskatt 
 トロル猫 
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(ii) Vårherre( イ エ
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資料 1: FN (ノルウェー) 
Folktales of Norway  ノルウェー 15話 
【出典】 
Reidar Thoralf Christiansen (ed.), Pat Shaw Iversaon (tr.), Folktales of Norway, The University of 
Chicago Press, 1964.  
 
＊番号は Folktales of Norway による 
Part I: Historical Legends 
 Ib. King Olav and the Gyger 
 2a. King Olav, Master Builder of Seljord Church
1  
    独)Wie König Olav der Heilige die Kirche in Seljord gebaut hat2 
 2b. King Olav, Master Builder of Trondheim Cathedral 
 (3. The Plague as an Old Hag is ferried across a river) 
 
Part VI: Legends about Spirits of Forest and Mountain 
 33. Troll resent a disturbance 
 34. The old troll and the handshake 
36. The Urdebö Rockfall 
 51a. The interrupted Huldre wedding at Melbustad 
 52c. The drinking horn stolen from the huldre-folk at Hifjell 
 53a. The Christmas visitors and the tabby Cat 
  
Part VII: Legends about Household Spirits 
 65. The Tunkall 
 66. The gardvord beats up the troll 
 
Part VIII: Fictional Folktales 
 67. The Finn King’s daughter 
 72. All-Black and All-White 
    日)まっ黒けとまっ白け3 
  
          14話 
 
                                                   
1
 原題：Kirkebyggeren (Finndagnet) 
2
 Klara Stroebe und Reidar Th. Christiansen (edd.) , Nordischen Volksmärchen, Eugen Diederichs Verlag, Köln, 
1967, Nr.17. 
3
 山室静編、『北欧の昔話』、岩崎美術社、1970 年、92-102頁. 
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資料 1: FN (ノルウェー) 
【出典】 
Joanne Asala, Trolls remembering Norway, Penfield Press, Iowa City, 1994. 
 
＊番号は粉川 
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資料 1: FN (ノルウェー) 
 (a)名称と外形：「」内は名前、それ以外は表記されている呼称．( )内は外形． 
(b),(c),に関して特に記載がない場合は、― と表記する． 
また、注記の欄には、註において特徴的な内容を要約し記載した．“*“以下の註は粉川による． 
AT 番号分類は Ørnulf Hodne, The type of the Norwegian folktale, Instituttet for sammenlignende 
kulturforskning, Oslo, 1984、およびオスロ大学 Universitetet i Oslo の HP で公開している AT番号対
応表4を参照している．(AT: Antii Aarne and Stith Thompson, The Types of the Folktale. A classification 
and Bibliography (Second Revision), Helsinki, 1971.)  
モティーフ・インデックス(Index of Motifs)分類は、Stith Thompson, Motif-Index of Folk Literature, 6 
vols, Bloomington, Indiana, 1955-58 による．ML(Index of Migratory Legends)分類は、Reidar Th. 
Christiansen, The Migrartory Legends: A Proposed List of Types with a Systematic Catalogue of the 
Norwegian Variants, Helsinki, 1958による． 
番号 (a)名称と外形 (b)出現の仕方の 
特徴 
(c)住居 注記 








































1840 年代に Reverend 
M. B. landstadによって
採集された．Telemark
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資料 1: FN (ノルウェー) 
AT500 (13類話) 
ML7065: Building a 
Church: The Name of 
the Master Builder 
Motif H521: Test: 
guessing unknown 
propounder’s name 






















(3) (i)the Black Death 





























ML7085: [The Plague as 
an old hag is ferried 
across the river] 
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34 (i)old man 














































ML5000: Trolls Resent a 
Disturbance 
Motif G312: Cannibal 
ogre 
36 (i)「Tor Trollebane」 







(i)山 1840 年に Telemark で
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(i)(ii) ― 1844 年以前に東ノル












Motif F303: Wedding of 
mortal and fairy 










(i)外に出てくる． (i)Hifjell山 1935 年にトロンハイ








ML6045: Drinking Cup 
Stolen from the Fairies 
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資料 1: FN (ノルウェー) 



















ML6015 :The Christmas 
Visitors 
Motif K1728: The bear 
trainer and his bear 
65 i) tunkall  























































Sogn の Sogndal で Ivar 
Aasen によって採集さ
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AT303,303B (53 類話) 
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資料 1: SL (ノルウェー) 
Scandinavian Folk Belief and Legend ノルウェー 8 話 
【出典】 
Reimund Kvidland, Henning K. Sehmsdorf (eds.), Scandinavian Folk Belief and Legend, Norwegian 




39.1. The Troll Cat 
      (Knut Strompdal, Gamalt frå helgeland 1, (Norsk folkeminnelag skrifter 19), Oslo, 1929, p.159.) 
39.3. Marte Holon 
         (Edvard Grimstad, Etter gamalt: Folkeminne frå Gudbrandsdalen 3, (Norsk folkeminnelag skrifter 
71), Oslo, 1953, pp.60-61.)  
47.4. The Wood Sprite Woke Him Up in Time 
      (Sigurd Nergaard, Hulder og trollskap: Holkminne fraa Østerdalen 4, (Norsk folkeminnelag skrifter 
11), Oslo, 1925, pp.36-37.) 
47.18. The Troll Hat 
      (Johan Skrindsrud, På heimleg grunn: Foleminne frå Etnedal, (Norsk folkeminnelag skrifter 77), 
Oslo, 1956, p.52.) 
49.1. The Mill Troll 
      (Olav Rekdal, Eventyr on degner: Folkeminne frå Romsdal, (Norsk folkeminnelag skrifter 30), Oslo, 
1933, p.104.) 
59.3. The Troll Hag Spinning on Her Wheel 
      (Aamund Salveson, Folkeminne, Stavanger, 1924, p.50.) 
59.4. Saint Olav at Reinsfell 
      (Reidar Th. Christiansen, Norske sagn: Sanlet ved Allers Familie-Journal, Aschehoug, Oslo, 1938, 
p.34.) 
59.5. Saint Olav and the Master Builder 
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AT 番号分類は Ørnulf Hodne, The type of the Norwegian folktale, Instituttet for sammenlignende 
kulturforskning, Oslo, 1984、およびオスロ大学 Universitetet i Oslo の HP で公開している AT番号対
応表1を参照している．(AT: Antii Aarne and Stith Thompson, The Types of the Folktale. A classification 
and Bibliography (Second Revision), Helsinki, 1971.)  
モティーフ・インデックス(Index of Motifs)分類は、Stith Thompson, Motif-Index of Folk Literature, 6 
vols, Bloomington, Indiana, 1955-58による．ML (Index of Migratory Legends)分類は、Reidar Th. 
Christiansen, The Migrartory Legends: A Proposed List of Types with a Systematic Catalogue of the 
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いる． 


















































47.4. (i) a wood sprite 
 (原語:skogsrå) 
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(i) ― Valdres Buskerud の



















49.1. (i) a big old fellow 
 年老いた大男 



















( ど ち ら も
Ner-Duåsen に現れ
る) 











                                                   
2
 ML6025: Calling the dairymaid 
3
 ML6050: The fairy hat 
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資料 1: SL (ノルウェー) 
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4
 ML7065: The name of the masterbuilder 
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資料 1: SS (ノルウェー) 
Sogur frå Sætesdal ノルウェー 3話 
【出典】 
Torleiv Hannaas (sml.), Sogur frå Sætesdal. sagde av Olav Eivindsson Austad, Steenske Forlag, Oslo, 
1927. 
 
＊英訳：Reimund Kvideland, Henning K. Sehmsdorf, All the World’s Reward: Folktales Told by Five 




Sogur frå Sætesdal (『セーテスダールの昔話』)に収録されているノルウェーの昔話 43話のうち
トロルが登場する 3話を分析1．今回扱う昔話は、すべて 1907~1926年に語り手オーラヴ・エイヴ
ィンソン・アウスター Olav Eivindsson Austad (1843-1929)から採取されたものである．題にある「セ
ーテスダール Setesdal」はノルウェーの地名．題名につけている数字は、原書番号による． 
 
12. Dei tolv ramnane 
 13.  The Twelve Ravens 
13. 12羽のカラス 
26. Kjetta på Dogre 
 29.  The Cat in Dogre 
29. ドブレ山のネコ 
27. Trond 
























                                                   
1
 日本語翻訳本では 8話． 
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AT 番号分類は Ørnulf Hodne, The type of the Norwegian folktale, Instituttet for sammenlignende 
kulturforskning, Oslo, 1984、およびオスロ大学 Universitetet i Oslo の HP で公開している AT番号対
応表2を参照している．(AT: Antii Aarne and Stith Thompson, The Types of the Folktale. A classification 
and Bibliography (Second Revision), Helsinki, 1971.)  
モティーフ・インデックス(Index of Motifs)分類は、Stith Thompson, Motif-Index of Folk Literature, 6 
vols, Bloomington, Indiana, 1955-58による．ML (Index of Migratory Legends)分類は、Reidar Th. 
Christiansen, The Migrartory Legends: A Proposed List of Types with a Systematic Catalogue of the 
















(i) ― 1917年 
AT451 






















27 (i) troll 




















                                                   
2 Eventyrene listet etter eventyrtyper 
(http://www.hf.uio.no/ikos/tjenester/kunnskap/samlinger/norsk-folkeminnesamling/eventyr/eventyrene-etter-typ
enummer/)  2012/10/24 参照 
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資料 2: J (アイスランド) 
Ísleszkar þjóðsögur og ævintýri アイスランド 37話 
【出典】 
Jón Árnason (safnað hefur), Árni Böðvarsson og Bjarni Vilhjálmsson (önnuðust útgáfuna), 
Ísleszkar þjóðsögur og ævintýri, I-VI., Bókaútgáfan Þjóðsaga, Reykjavík, 1954-61.   
 
*Jón Árnason, Íslenzkar þjóðsögur og æfintýri, Leipzig, 1862-64を編集した、全六巻の新版． 約 2920
話が収められている． 




I. Flokkur; Goðfræðissögur神話物語 
  3. Grein; Tröll トロル 
  A. Meingjörðir tröll 危険なトロル 
     1 s.138-140. Vigð Drangey  
J: 13 浄められたドラウング島1 
2 s.147-148. Skessusteinn 
     E/C: Thr Giantess‘s Stone
2
 
     3 s.148-151. Gellivör  
J: 14 ギェトリヴェル3 
4 s.151-154. Gissur á botnum 
     E/C: Gissur of Botnar
4
 
     E/B: Gissur of Botnar
5
 
5 s.157. Saga af þorgeiri stjakarhöfða 
      E/S: The old man of the cliff
6
 
6 s.172-173. Gilitrutt 
J: 16 ギーリトルット7 





 William A. Craigie, Scandinavian Folk-lore – Illustrations of the traditional beliefs of the Northern peoples 
[1896], Biblio Bazaar, Amazon Japan, 2009, (Reprinted), pp.48-50. 
3
 菅原 1979、64-73 頁． 
4
 Craigie1896, pp.51-52 (抄訳). 
5
 Alan Boucher (trs.), Elves, Trolls and Elemental beings, Icelandic folktales II, Iceland Review Library, 
Reykjavík, 1977, pp.52-55 (抄訳). 
6
 Jacqueline Simpson, Icelandic folktales and Legends, Tempus, UK, 2004, pp. 85-86. 
7
 菅原 1979、74-79 頁． 
  
 
資料 2: J (アイスランド) 
172 
資料 2: J (アイスランド) 
7 s.173-175. Jóra í jórukleif 
    E/C: Jóra in Jóru-kleyf
8
 
8 s.178-180. Kráka tröllskessa 
          E/S: How Kraka lost her lover
9
 
9 s.182-183. Loppa og Jón Loppufóstri 
J: 17 ロッパとロッパの養い子ヨウーン10 
10 s.183-184. Trunt, trunt og tröllin í fjöllunum 
       E/C: Trunt, Trunt, and the trolls in the Fells11 
11 s.184-185. Um trölla-láfa 
     E/B: Troll-Lafi12 
12 s.186. Andarímur og Hallgrímrímur 




   C. Tröll Sýna Vinsemd 友情を示すトロル 
13 s.193-196. Jón og tröllskessan 
J: 18 ヨウーンと女トロル14 
  
D. Nátttröll 夜のトロル 
14 s.198-199. Nátt-tröllið 
J: 19 夜のトロル15 
     15 s.199-200. Upptök Drangeyjar 
J: 20 ドラウング島の起り16 
16 s.202-203. Bergþór í Bláfelli 
      E/C: Bergthor in Blá-fell
17
 
17 s.205. Kerlingin í vatnsdalsfjalli 
      E/S: The giantess‘ staff
18
 
     18 s.206. „Djúpir eru Íslands álar.“ 
J: 21 「アイスランドの澪は深い」19 
                                                   
8
 Craigie1896, pp.52-54 (抄訳). 
9
 Simpson2004, pp.89-91(抄訳). 
10
 菅原 1979、79-83 頁． 
11
 Craigie1896, p.56. 
12
 Boucher1977, pp.48-51. 
13
 Craigie1896, p.57-58. 
14
 菅原 1979、83-92 頁． 
15
 菅原 1979、93-96 頁． 
16
 菅原 1979、96-98 頁． 
17
 Craigie1896, pp. 59-61. 
18
 Simpson2004, pp.100-102. 
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E. Grýla, Leppalúði og fjölskylda þeirra オーグル、レ―パルンディとその家族 
19 s.207. Grýla 
      E/A: Gryla and Her Mob
20
 
III. Flkkur; Galdrasögur 魔法物語 
  3. Grein; Einstakir galdramenn – Frá séra Háfdani á felli  
個々の魔法使いたち－フェットルのハウルヴダウン牧師から 
20 s.501-502. Málmeyjarkonan 
J: 38 マウルム島の女主人21 
 
第 II巻 
VII. Flokkur ; Útilegumannasögur 盗賊物語 
 B. Útilegumenn Ræna Byggðamönnum 里人に盗みを働く盗賊(追放者) 
     21 s.203-209. Sigríður Eyjafjarðarsól  
J: 50 エイーヤフィヨルドの太陽シグリーズル22 
    22 s.234-237. Sagan af Ketilríði Bóndadóttur 
J: 51 百姓娘キューティルリーズルの物語23 
 
VIII. Flokkur ; Ævintýri 昔話 
  A. Stjúpusögur 継母継子譚 
     23 s. 299-305. Sagan af Mjaðveigu Mánadóttur 
J: 54 マウーニの娘ミャズヴェイグの物語24 
24 s. 318-323. Sagan af Líneik og Laufey 
J: 55 リーネイクとレウーヴェイの物語25 
25 s.343-347. Sagan af Surtlu í Blálandseyjum 




   
 B. Vondir ættingjar 悪い肉親 
26 s.396-398. Helga karlsdóttir 
                                                                                                                                                               
19
 菅原 1979、98 頁． 
20
 Boucher1977, pp. 62-65. 
21
 菅原 1979、143-147頁． 
22
 菅原 1979、195-212頁． 
23
 菅原 1979、212-224頁． 
24
 菅原 1979、234-249頁． 
25
 菅原 1979、249-264頁． 
26
 Kurt Schier (ed.) , Märchen aus Island, Eugen Diederichs Verlag, Köln, 1983, Nr.15. 
   (小澤俊夫編、『世界の民話 32 アイスランド』[1983]、谷口幸男(抄)訳、1985 年、十五番) 
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D: 17. Helga und der Zwerg
27
 
            (ヘルガと小人) 
   27 s.408-411. Skessan á steinnnökkvanum 
           D: 5. Die Riesin im Steinboot28 
            (石のボートに乗った女巨人) 
 
第 IV 巻 
VIII. Flokkur ; Ævintýri 昔話 
  A. Stjúpusögur 継母継子譚 
28 s.504-512. Sagan af sigurði hring og snata 




29 s.538-541. Rauði boli og Sigurður kóngsson 
D: 26. Der rote Stier Raudiboli und Sigurd Königssohn30 
            (赤牛ロイジボーリと王子シーグルズル) 
30 s.594-599. Hildur góða stjúpa og Ingbjörg kóngsdóttir 
D: 19. Die gute Stiefmutter Hild und die Königstochter Ingibörg31 
            (人のよい継母ヒルドルと王女インギビョルグ) 
 
第 V 巻 
 VIII. Flokkur ; Ævintýri昔話 
   C. Eftirlætisö og olnbogaörn kónga on kotunga 貧乏人の子どもと王の子ども 
31 s.67-70. Bangsimon og tröllkonan 
D: 16. Bangsimon und das Trollweib32 
            (バングシーモンと女の妖怪) 
32 s. 139-141. Búkollu saga 
D: 4.  Die Kuh Bukolla
33
 
            (雄牛のブーコトラ) 
33 s.149-151. Þorstrinn karlsson og skessurnar tólf 
D: 24. Thorstein Karlsson und die zwölf Riesinnen34 
                                                   
27
 Schier1983, Nr.17、谷口 1985、十七番． 
28
 Schier1983, Nr.5、谷口 1985、五番． 
29
 Schier1983, Nr.7、谷口 1985、二十三番． 
30
 Schier1983, Nr.26、谷口 1985、二十六番． 
31
 Schier1983, Nr.19、谷口 1985、十九番． 
32
 Schier1983, Nr.16、谷口 1985、十六番． 
33
 Schier1983, Nr.4、谷口 1985、四番． 
34
 Schier1983, Nr.24、谷口 1985、二十四番． 
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            (ソルステイトン・カールストンと十二人の女巨人たち) 
34 s.152-155. Trítill læralítill 
D: 10. Tritil Laeralitil35 
            (トリーティル・ライラリーティル) 
35 s.159-161. Döggvi og Helga 
D: 9.  Tau und Helga
36
 
            (トイとヘルガ) 
36 s.161-162. Hyrnihraukur 
D: 27. Hyrnihrauk37 
            (ヒトニフロイク) 
   
 D. Laun dyggða og hegning ódyggða 善行の報酬 
37 s.202-206. Sex bræðra saga 
D: 18. Die Geschichte von den sechs Brüdern38 


















                                                   
35
 Schier1983, Nr.10、谷口 1985、十番． 
36
 Schier1983, Nr.9、谷口 1985、九番． 
37
 Schier1983, Nr.27、谷口 1985、二十七番． 
38
 Schier1983, Nr.18、谷口 1985、十八番． 
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 (a)名称と外形：「」内は名前、それ以外は表記されている呼称．( )内は外形． 
(b),(c),に関して特に記載がない場合は、― と表記する． 
また、注記の欄には、註において特徴的な内容を要約し記載した．“*“以下は粉川による註． 
AT番号分類は Jón1961, VI, s.317-319 に記載されている AT番号対応一覧表を参照した．またその
一覧表は、Einar Ól. Sveinsson, Veryeichnis Isläandischer Märchenvarianten, ed. as no. 83 in FF 
Communications, Helsinki, 1929に収められている AT番号対応一覧表を参考にしている．(AT: Antii 
Aarne and Stith Thompson, The Types of the Folktale. A classification and Bibliography)  
モティーフ・インデックス(Index of Motifs)分類は、Stith Thompson, Motif-Index of Folk Literature, ed. 
in FF Communications Nos. 106, 107,108, 109, 116, 117, and in Indiana University Studies Nos. 96, 97, 
100, 105, 106, 108, 109, 110, 111,112.による． 
番号 (a)名称と外形 (b)出現の仕方の 
特徴 
(c)住居 注記 
1 (i) vættir  
 超自然的存在たち 
(ii) ein stór bæði grá og 
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(i)(ii) 洞窟 Hellir 
 Hróarstungu にある 















(ii) skessa, tröllkona, 
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(i) 姉: Bjólfelli 





                                                   
39
 „Hefði hann Kristur Máríuson unnið eins mikið fyrir okkur tröllin eins og þið segið hann hafi unnið fyrir 
ykkur mennia þá hefðum við ekki gleymt fæðingardeginum hans.“ 
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Motif F637: Strong man 
holds back ship 





























Motif W111: Laziness 
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(i) 北西部の Flóanum 
Sandvíkurhrepp(教区 )
にある農家 
 ⇓  
Hengilの洞窟 
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9 (i) flagðkona 
女巨人 
「Loppa」(地名から) 































の 共 同 牧 草 地
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 „trunt, trunt og tröllin í fjöllunum“ 
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AT 番 号 該 当 な し
ML5095: Food from the 
Fairies 
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 „Mannaþefur í helli mínum.“ 
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i)― Magnús Grímsson 







                                                   
42
 „Ég á nú ekki langt eftir og ætla ég að biðja þig að koma hingað það allra fljótasta ef þig dreymir mig; því ég 
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れる) 











































































Múla の Egli Pálssyni
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18 i) tröllkona 
 女トロル 
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牧師 Hálfdáns prests í 
Felli とともに馬に乗
り、オウーラフスフィ






































Motif B181: Horse with 
magic speed runs over 
land and sea 
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る」“Kann vera að tröll, 
vættir eður stigamenn 
















Motif P710: Nations, 
different nationalities, 
foreigneres 














(iii) einn ljótur þursi 
 醜い巨人 
(醜い爪) 







































AT403: The wishes 
AT510: Cinderella and 
Cap o‘ Rushes 
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(i) 大きな 洞穴 helli 
辺り一帯に崖のある
一つの無人の岩礁
eyðisker eitt líted med 
hömrum allt í kring に











資料 2: J (アイスランド) 
192 
























25 (i) Goðrún (女) 










(iii) skessan 女巨人 / 
Surtla 
「スルトラ」 
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(ii) dvergur 小 人  / 
kona dvergsins 小人の
妻たち 
(iii) þríhöfðaður þussi 
三つの頭の巨人  






















(i) jarðhús 地中の家 
helli洞穴 
























27 (i) tröllkona  
 女トロル 

















*bústaður risans væri 
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る) 















る．」“Þegar ég geispa 
lítinn geispa á er ég lítil 
og nett jómfrú; þegar ég 
geispa hálfan geispa þá 
er ég sem hálftröll; 
þegar ég geispa heilan 


















































28 (i) risa ógurlegan / 
jötunn 
図体のでかい巨人 





(iii) en fjögur flögð 
svafu 四人のトロル
たち(家族) 
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(iv) dvergur 小人 
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 „Fussum svei, fussum svei! Mannaþefur í helli mínum.“ 
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1862年 4月 18日 
AT934E 







(ii) drotting / 
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32 (i) tvær skessur 















(i) stórum helli 
 大きな洞穴 / 
afhelli 側洞 
 




































(i) hönum 丘 
(ii) helli 洞穴 (森の中
にある洞穴．afhelli側
洞ある) 
Páll Pálsson が Árkvörn 
で、1862-63 年または
1865年に、おそらく 
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Motif N0: Wagers and 
gambling 





















(i) helli 洞穴 






Arkvörn 出身の Páll 
Pálsson(1853-1876)が、
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 „.........., en samt finnst mér mannaþefur.“ 
45
 „Mannaþefur í hellir mínum“ 
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Motif J1150: Detection 
of thruth 
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(iii) fjölda tröllla 
大勢のトロル/ 


























(i)(ii) helli 洞穴 
(afhelli側洞がある) 
(ii) ― 



























Motif D1610: Magic 
speaking object is 
requested to answer for 
owner  
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いる、恐ろしい容姿、
年老いている) 
(ii) trölldrengir /  
tröllstrákur 
 トロルの子どもたち 
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Tales from Húsafell  アイスランド 7話 
【出典】 
Herdís Jónasdóttir : Tales from Húsafell, Iceland (1966-1967) 
 
Reimund Kvideland, Henning K. Sehmsdorf, All the World’s Reward: Folktales Told by Five 
Scandinavian Storytellers, University of Washington Press, 1999 (ヘルディス・ヨウナスドッティ
ル「フーサフェトルの昔話」、レイムン・クヴィーデラン、ヘンニング・K・セームスドルフ








87. Hlini, the King‘s Son  
    王の息子、フリーニ 
88. Sigurður, Ingibörg, and Króknefja 
    シグルズル、インギビョルグ、クロウクネヴィヤ 
89. Hringur and the Dog Snati-Snati 
    フリングル王子とイヌのスナーティ＝スナーティ 
90. The Tale of the Dog Móri  
    イヌのモウリの話 
91. Fetching the Fire  
    3姉妹が火を取ってくる話 
92. Mjaðveig 
    ミャズヴェイグ 
96. Líneik and Laufey 
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番号 (a)名称と外形 (b)出現の仕方の 
特徴 
(c)住居 注記 
































































89 (i) beautiful woman 美
しい女,  
 (ii) terrinly big giant 
恐ろしく大きな巨人 
(年寄り) 
(iii) old woman 
巨人の女房 (年老い
ている、太っている) 
(iv) four trolls 
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王 女 の 名 前 ：
Mjaðveig 
Mánadóttir 
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Flateyjarbók Vol. I   アイスランド 5 話 
 
【出典】 
William A. Craigie, Scandinavian Folk-lore – Illustrations of the traditional beliefs of the Northern 
peoples [1896], Biblio Bazaar, Amazon Japan, 2009, (Reprinted). 
 
Scandinavian Folk-lore に収められている、Flateyjarbók, Vol. I, Christianania, 1860 から取り上げた
話． 
 
I. The old gods 
1) Thorgerd Hördabrúd (pp.32-35) 
 
II. Trolls and giants 
2)The trolls in Heidar-skog (pp.40-44) 
3)Dofri (pp.72-74) 
4)The giant on Saudey (pp.74-77) 
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番号 (a)名称と外形 (b)出現の仕方の 
特徴 
(c)住居 注記 
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(i) a great building 
(へダルの森の中にあ
る) 
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Märchen aus Island  アイスランド  2話 
 
【出典】 
 Kurt Schier (ed.) , Märchen aus Island, Eugen Diederichs Verlag, Köln, 1983. 
   (小澤俊夫編、『世界の民話 32 アイスランド』[1983]、谷口幸男(抄)訳、1985年．) 
 
 Märchen aus Islandに収録されている昔話 54話のうち Trollが登場する 17話を分析．邦題は谷口
訳を記載．題名につけている数字は、原書番号による． 
 
1.  Thorstein Lacher (Sagan af Þorsteini glott) 
  ・笑い上戸ソルステイトン 
2.  Der Pelzjunge  (Sagan af loðna stráknum) 
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1 (i) großes Riesenweib /  




(ii) Riesin / Lederhaube 
「皮ずきん」 




(iv) zwölf Riesen 

















(i) großen Höhle 
 大きな洞穴 
(ii) großen Höhle 
(iii) großen Höhle 
(iv) Berg 山 
(v) kleines weißes 
Haus auf freiem 
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げ) 
(ii) drei dreiköpfige 
Thursen 三つ頭のある

























2 谷口訳：(i)Riese, (ii)Thursen 巨人、(ii)Trolle怪物 
 
